
児 童 セ ン タ ー で 行 わ れ た「 雪 中 綱 引 き 」
運動会とは違った楽しさに笑顔がこぼれます。
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策
定
第
６
次
総
合
計
画
基
本
構
想

　
　

お
よ
び
基
本
計
画
（
改
訂
版
）

　

第
６
次
総
合
計
画
は
、
平

成
27
年
度
か
ら
平
成
34
年
度

ま
で
の
８
年
間
に
お
け
る
、

本
町
の
進
む
べ
き
方
向
性
を

明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

「
ふ
る
さ
と
は
栗
山
で
す
。」

を
ま
ち
の
合
言
葉
に
、
次
世

代
に
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
栗
山

を
築
い
て
い
く
た
め
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な

り
、
和
衷
協
力
の
精
神
で
地

域
に
根
差
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
を
も
っ
て
前
期
４

年
間
の
実
施
計
画
期
間
が
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
31

年
度
か
ら
向
こ
う
４
年
間
の

具
体
的
な
戦
略
を
定
め
る
後

期
実
施
計
画
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
検
証

と
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
へ

の
対
応
、
ま
た
、
町
長
の

公
約
事
業
を
踏
ま
え
た
中

で
、
総
合
計
画
審
議
会
を
は

じ
め
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な

ど
、
町
民
参
加
と
情
報
共
有

を
図
り
な
が
ら
計
画
づ
く
り

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
議
会
と
の
一
般

会
議
や
中
長
期
財
政
問
題
等

調
査
特
別
委
員
会
で
、
議
論

を
重
ね
、
２
月
20
日
に
行
わ

れ
た
第
２
回
栗
山
町
議
会
臨

時
会
で
、
第
６
次
総
合
計
画

基
本
構
想
お
よ
び
基
本
計
画

の
改
定
に
つ
い
て
、
議
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
６
次
総
合
計
画
基
本
構
想
】

　

第
６
次
総
合
計
画
の
基
本
構

想
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

34
年
度
ま
で
の
８
年
間
の
計
画

期
間
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
目
標
と
し
て
、
ま
ち
の
将

来
像
を
は
じ
め
、
重
点
政
策
方

針
や
計
画
期
間
中
の
目
標
人

口
、
分
野
別
政
策
の
基
本
方
針

お
よ
び
町
財
政
の
見
通
し
な
ど

を
定
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
構
成
は
図
１
の
と
お

り
で
す
。

【
目
標
人
口　

１
２
０
０
０
人
】

　

計
画
期
間
に
お
け
る
目
標
人

口
を
当
初
計
画
策
定
時
と
同
じ

く
１
２
０
０
０
人
と
し
て
い
ま

す
。
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

が
進
行
す
る
中
、
子
育
て
・
教

育
環
境
の
充
実
を
は
じ
め
、
雇

用
の
場
の
創
出
を
図
り
、
こ
の

減
少
傾
向
を
少
し
で
も
食
い
止

め
て
い
き
ま
す
。

【図１】

【
総
合
計
画
審
議
会
で
の
審
議
】

　

総
合
計
画
審
議
会
（
北
輝
男

会
長
）
は
、
町
内
各
種
団
体
の

代
表
や
一
般
公
募
な
ど
総
勢
25

人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
約
３

カ
月
間
と
い
う
時
間
的
な
制
約

が
あ
る
中
で
、
町
民
目
線
で
の

視
点
や
専
門
的
見
地
か
ら
、
真

摯
に
か
つ
慎
重
に
審
議
を
い
た

だ
き
、
各
分
野
の
計
画
原
案
に

対
す
る
提
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

意
見
の
内
容
（
一
部
抜
粋
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ⅰ
生
活
環
境

　

地
域
防
犯
活
動
の
推
進

◇
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
を

形
成
す
る
た
め
、
防
犯
・
安

全
対
策
の
充
実
・
強
化
を
図

る
と
と
と
も
に
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
（
通
学
路
や
不
特

定
多
数
の
利
用
が
あ
る
施
設

な
ど
公
共
性
の
高
い
場
所
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
配
慮
と
運
用

管
理
の
徹
底
）
な
ど
、
効
果

的
な
対
策
を
進
め
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

Ⅱ
教
育

　

ふ
る
さ
と
総
が
か
り
に
よ
る

　
教
育
の
推
進

◇
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
や
土
曜

授
業
な
ど
積
極
的
に
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
今
後
の
展
開

に
向
け
て
は
、
こ
の
取
り
組

み
の
全
体
構
造
な
ど
町
民
理

解
が
不
可
欠
で
あ
り
、
さ
ら

な
る
情
報
発
信
に
努
め
る
べ

き
で
あ
る
。

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
の

運
営

◇
介
護
福
祉
学
校
は
、
募
集
定

員
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る

現
状
が
続
き
、
毎
年
度
、
多

額
の
公
費
負
担
が
生
じ
て
い

る
。
介
護
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
や
職
業
実
践
専
門

課
程
の
認
定
、
外
国
人
留
学

生
の
受
け
入
れ
な
ど
新
た

な
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
魅
力

と
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

計
画
的
に
進
め
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
計
画
期
間
内
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
に
よ
っ
て
も
学
生
確
保
の

状
況
が
改
善
し
な
い
場
合
に

つ
い
て
は
、
学
校
運
営
の
抜

本
的
な
見
直
し
を
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。
介
護
人
材
の
確

保
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い

る
中
で
、
今
後
に
お
い
て
も

優
秀
な
介
護
人
材
を
輩
出
し

続
け
る
と
と
も
に
、
介
護
職

の
処
遇
改
善
や
魅
力
向
上
、

定
着
促
進
に
向
け
た
関
係
機

関
へ
の
要
請
な
ど
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

栗
山
高
校
の
魅
力
づ
く
り

◇
栗
山
高
校
は
募
集
定
員
に

満
た
な
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
今
後
も
人
口
減
少
や
少

子
化
の
進
行
な
ど
、
間
口
削

減
や
将
来
的
に
は
募
集
停
止

な
ど
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ

る
。
こ
の
た
め
、
生
徒
確
保

に
向
け
た
支
援
策
の
拡
充
は

も
と
よ
り
、
介
護
福
祉
学
校

と
の
連
携
や
職
業
コ
ー
ス
導

入
な
ど
本
町
の
特
色
を
活
か

し
た
学
校
づ
く
り
に
つ
い

て
、
今
後
協
議
さ
れ
る
「
栗

山
高
等
学
校
魅
力
づ
く
り
委

員
会
」
の
意
見
も
踏
ま
え
た

中
で
早
急
に
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

　

成
人
・
高
齢
者
教
育
の
推
進

◇
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
は
近

年
、
参
加
者
の
固
定
化
や
減

少
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
事

業
の
展
開
は
も
と
よ
り
、
社

会
教
育
と
福
祉
分
野
と
の
連

携
に
よ
る
参
加
促
進
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
す
べ
き

で
あ
る
。

　

国
際
交
流
の
推
進

◇
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
主
催
に

よ
る
報
告
会
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
関
係
者
以
外
の
参
加

が
少
な
く
、
ま
た
、
こ
れ
以

外
に
町
民
周
知
の
機
会
は
な

い
。
こ
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー

と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

よ
り
効
果
的
な
実
施
方
法
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
派
遣

者
の
経
験
を
ま
ち
づ
く
り
に

還
元
し
て
い
く
た
め
の
仕
組

み
づ
く
り
な
ど
検
討
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

Ⅲ
医
療
・
保
健
・
福
祉

生
活
習
慣
病
予
防
・
重
症
化

予
防
の
推
進

◇
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
と

の
連
携
や
平
成
29
年
度
か
ら

開
始
し
た
み
な
し
健
診
に
よ

り
、
健
診
率
の
向
上
が
図
ら

れ
て
き
た
。
今
後
も
、
医
療

機
関
と
協
力
し
た
み
な
し
健

診
の
取
り
組
み
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
保
健
師
な
ど
の

マ
ン
パ
ワ
ー
の
充
実
に
つ
い

て
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

医
療
水
準
の
維
持
・
確
保
、

救
急
医
療
体
制
の
維
持
・

確
保

◇
栗
山
赤
十
字
病
院
の
改
築
に

関
わ
っ
て
は
、
将
来
を
見
据

え
た
本
町
に
ふ
さ
わ
し
い
医

療
環
境
の
あ
り
方
な
ど
、
町

民
参
加
を
得
な
が
ら
十
分
か

つ
慎
重
に
検
討
し
た
う
え
で

判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
改
築
の
場
合
は
多
額
の

公
費
負
担
も
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
単
に
施
設
の
老
朽

化
対
策
と
い
う
こ
と
だ
け
で

な
く
、
今
後
の
経
営
改
善
や

信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り
へ

の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
、
こ
れ
ら

に
基
づ
い
た
中
で
検
討
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。
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【
第
６
次
総
合
計
画

　
　
　
　
　

 

分
野
別
の
主
な
施
策
】

Ⅰ
生
活
環
境　
全
25
事
業

　

広
域
共
同
処
理
に
よ
る
安
定

し
た
ご
み
処
理
体
制
の
確
立

や
、
地
域
と
連
携
し
た
防
災
体

制
の
構
築
、
高
齢
運
転
者
の
免

許
証
自
主
返
納
支
援
制
度
の
創

設
な
ど
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
さ
ら
に
推

進
し
ま
す
。

Ⅱ
教
育　
全
53
事
業

　

地
域
と
連
携
し
た
ふ
る
さ
と

教
育
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推

進
、
介
護
福
祉
学
校
の
学
生
確

保
対
策
、
栗
山
高
等
学
校
の
生

徒
確
保
に
係
る
支
援
制
度
の
拡

充
や
魅
力
づ
く
り
、
文
化
振
興

基
金
を
活
用
し
た
地
域
文
化
の

振
興
な
ど
、
人
々
が
輝
く
ふ
る

さ
と
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し

ま
す
。

Ⅲ
医
療
・
保
健
・
福
祉　
全
28
事
業

　

妊
産
婦
タ
ク
シ
ー
助
成
制
度

や
育
児
応
援
企
業
へ
の
奨
励
金

制
度
の
創
設
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援

推
進
条
例
の
制
定
、
ふ
る
さ
と

福
祉
基
金
を
活
用
し
た
障
が
い

者
の
生
活
・
就
労
支
援
な
ど
、

健
幸
に
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と
づ

く
り
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

Ⅳ
産
業　
全
27
事
業

　

省
力
化
や
コ
ス
ト
低
減
に
向

け
た
農
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入

支
援
、
賑
わ
い
あ
る
商
店
街
づ

く
り
に
向
け
た
活
性
化
計
画
の

策
定
、
新
規
起
業
・
創
業
を
促

進
す
る
た
め
の
支
援
制
度
の
創

設
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
新

た
な
観
光
推
進
組
織
の
設
置
な

ど
、
賑
わ
い
と
活
力
あ
る
ふ
る

さ
と
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し

ま
す
。

　

子
育
て
家
庭
へ
の
支
援

◇
子
ど
も
医
療
費
助
成
は
、
育

　

児
家
庭
へ
の
経
済
的
負
担
軽

減
な
ど
、
少
子
化
対
策
と
し

て
重
要
な
制
度
で
あ
る
が
、

一
方
で
過
剰
受
診
を
生
む
一

因
と
の
懸
念
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
改
め
て
医
療
費
抑
制
を

含
め
た
制
度
運
用
を
考
え
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

子
ど
も
の
健
全
育
成
の
推
進

◇
児
童
セ
ン
タ
ー
や
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で
の
事
業
展
開

は
、
居
場
所
づ
く
り
や
人
間

関
係
の
基
礎
づ
く
り
な
ど
児

童
の
健
全
育
成
の
ほ
か
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
携
わ
る
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
さ
ら
に
推
進
を
図
っ
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。

障
が
い
者
の
社
会
参
加
・
自

立
支
援

◇
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

は
、
国
も
積
極
的
に
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
、
障
が
い

者
の
一
般
就
労
に
向
け
て
の

就
労
移
行
に
つ
な
が
る
事
業

所
等
の
環
境
整
備
を
進
め

て
い
る
。
今
後
、
障
が
い
者

雇
用
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い

て
、
町
内
の
就
労
支
援
事
業

所
や
町
内
企
業
か
ら
意
見
聴

取
を
行
い
、
効
果
的
な
対
応

に
つ
い
て
協
議
す
べ
き
で

あ
る
。

Ⅳ
産
業

　

商
工
業
の
振
興

◇
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
お
い

て
、
商
店
街
地
域
で
は
栗
夢

プ
ラ
ザ
や
各
店
舗
の
ト
イ

レ
、
さ
ら
に
仮
設
ト
イ
レ
で

対
応
し
て
い
る
が
、
来
場
者

に
対
し
て
数
は
不
足
し
て
お

り
、
ま
た
、
い
ず
れ
も
障
が

い
者
対
応
と
な
っ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
来
場
者
へ
の
配

慮
や
本
町
の
観
光
振
興
、
さ

ら
に
環
境
衛
生
面
を
含
め
、

対
応
策
を
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

企
業
誘
致
・
新
産
業
創
出
の

推
進

◇
地
域
経
済
の
好
循
環
に
向
け

て
は
、
企
業
進
出
な
ど
雇
用

の
場
の
確
保
が
重
要
で
あ
る

た
め
、
道
外
企
業
は
も
と
よ

り
、
地
元
企
業
を
通
じ
た
情

報
収
集
や
道
内
企
業
の
誘
致

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

べ
き
で
あ
る
。

Ⅴ
都
市
基
盤

　

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
充
実

◇
地
域
の
活
性
化
や
移
住
・
定

住
な
ど
を
促
進
し
て
い
く
た

め
に
は
、
公
共
交
通
網
の
確

保
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
札
幌
方
面
と
の
交
通
手

段
の
拡
充
は
も
と
よ
り
、
千

歳
方
面
や
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
建

設
が
決
定
し
た
北
広
島
方

面
へ
の
新
た
な
交
通
手
段
を

積
極
的
に
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

　

市
街
地
形
成
の
推
進

◇
旧
継
立
中
学
校
の
跡
地
活
用

は
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た

南
部
地
域
の
活
性
化
を
目
的

に
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
現
時
点
で
具
体
化
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
他
の
活
用

事
例
も
参
考
と
し
つ
つ
、
早

期
活
用
に
向
け
た
対
策
を
講

じ
る
べ
き
で
あ
る
。

【
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　まちの将来像である「誰もが笑顔で、安心し
て暮らすまち」の実現を目指し、今後４年間、
町民の皆さんと一丸となってこの計画を推進し
ていきます。
　なお、改訂版の詳細は、町ホームページへ掲
載するとともに、ダイジェスト版を今後、全戸
配布します。

Ⅴ
都
市
基
盤　
全
28
事
業

　

町
営
バ
ス
の
運
行
体
系
の
見

直
し
、
雨
煙
別
川
の
か
わ
ま
ち

づ
く
り
、
新
町
地
区
の
再
開
発

整
備
事
業
の
推
進
や
継
立
中
学

校
の
跡
地
活
用
、
角
田
地
区
へ

の
商
業
施
設
誘
致
な
ど
、
快
適

で
や
す
ら
ぐ
ふ
る
さ
と
づ
く
り

を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

Ⅵ
地
域
経
営　
全
26
事
業

　

町
内
会
・
自
治
会
の
区
域
再

編
に
対
す
る
支
援
制
度
の
創

設
、
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段

を
兼
ね
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送

局
の
開
設
な
ど
、
み
ん
な
が
主

役
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
さ
ら

に
推
進
し
ま
す
。

      ふるさとは
            栗山です。

①
若
者
定
住
対
策

子どもたちの笑顔が輝くまち

「子育てするなら栗山で」と、若者世代から選択
されるまちづくり
●重点 1
若者世代が移住・定住しやすい環境づくりの推進
●重点２
安心して子育てができる環境づくりの推進
●重点３
特色ある豊かな教育環境づくりの推進

②
健
康
寿
命
延
伸

生涯を自分らしく暮らすまち

町民の健康意識を高め、元気高齢者が活躍する
まちづくり
●重点 1
町民全体の健康意識の醸成
●重点２
生活習慣改善と疾病予防の推進
●重点３
高齢者による社会参加の環境づくりの推進

③
自
然
環
境
保
全
・
再
生

人と自然が共生するまち

豊かな自然・里山環境を守り、次世代につなぐ
まちづくり
●重点 1
自然教育中長期ビジョンの策定と推進体制の整備
●重点２
町民参加による自然環境保全・再生運動の推進
●重点３
自然体験教育の充実

④
産
業
活
性
化
対
策

地域の潜在力を活かすまち

農業基盤を活かした交流人口拡大と、雇用・産業
創出のまちづくり
●重点 1
農業基盤を活かした６次産業化の推進
●重点２
地域資源を活かした観光・交流産業づくりの推進
●重点３
各産業の担い手育成の推進
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投票日　4 月 7 日日　午前 7 時から午後 7 時まで

投票日　4 月 21 日日　午前 7 時から午後 7 時まで

■北海道知事選挙 / 告示日 3 月 21 日㈭
■北海道議会議員選挙 / 告示日 3 月 29 日㈮

■栗山町議会議員選挙 / 告示日 4 月 16 日㈫

【勤務日程】
4 月 6 日㈯　午後 4 時～ 6 時
4 月 7 日㈰　午前 7 時～午後 7 時

【支給賃金】
2 日間合計　14,000 円（所得税控除後 13,901 円）

【従事場所】　町内の各投票所
【採用要件】　町内に住所を有する 18 歳～ 60 歳の方

【募集人数】　5 人
【申込方法】

所定の申込用紙を町選挙管理委員会で直接受け取
るか、町ホームページからダウンロードし、3 月
18 日㈪午後 5 時までに申し込み（必着）

※採用の可否は個別に通知します。
【申込先・問い合わせ】　町選挙管理委員会　☎ 72-1362

選挙事務従事者（臨時職員）を募集

統
一
地
方
選
挙

第
19
回

栗山町議会議員
立候補予定者説明会
　次のとおり説明会を行いますので、関係者
はお集まり願います。

【日時】3 月 25 日㈪　14：00 ～
【場所】役場第 1 会議室（3 階）
【問い合わせ】

町選挙管理委員会
☎ 72-1362

　

４
年
に
一
度
の
統
一
地
方
選
挙
は
、
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
や
栗
山
町
の
方
向
を
決

め
る
重
要
な
選
挙
で
す
。

　

貴
重
な
一
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
皆
さ
ん
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
知
事
・
道
議
選
挙

○
住
所
要
件

知
事
選
挙
は
、３
月
20
日
（
基
準
日
）

現
在
、
道
議
会
議
員
選
挙
は
、
３
月
28

日
（
基
準
日
）
現
在
で
、
本
町
に
引
き

続
き
３
カ
月
以
上
住
民
登
録
さ
れ
て
い

る
方

▼
転
出
さ
れ
た
方

昨
年
12
月
29
日
以
降
に
道
内
の
他
市

町
村
に
転
入
届
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、

投
票
日
当
日
に
栗
山
町
に
住
ん
で
い
た

と
き
の
住
所
の
投
票
所
、
ま
た
は
、
期

日
前
投
票
期
間
中
に
町
選
挙
管
理
委
員

会
で
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
転
出
先
の
市
町
村
で
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
ず
れ
の
投
票
方
法
に
よ
る
場
合
で

も
、
市
町
村
長
の
発
行
す
る
「
引
き
続

き
道
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
」
の
提
示
、
ま
た
は
、「
引
き
続
き

道
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
確
認
」
の

申
請
を
し
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
道

内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
の
確
認
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

▼
転
入
さ
れ
た
方

昨
年
12
月
29
日
以
降
に
、
道
内
の
他

市
町
村
か
ら
栗
山
町
に
転
入
届
を
提
出

さ
れ
た
方
は
、
投
票
日
当
日
に
前
住
所

地
の
投
票
所
、
ま
た
は
、
期
日
前
投
票

期
間
中
に
前
住
所
地
の
期
日
前
投
票
所

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
ず
れ
の
投
票
方
法
に
よ
る
場
合
で

も
、
市
町
村
長
の
発
行
す
る
「
引
き
続

き
道
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
」
の
提
示
、
ま
た
は
、「
引
き
続
き

道
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
確
認
」
の

申
請
を
し
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
道

内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
の
確
認
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

○
年
齢
要
件

平
成
13
年
４
月
８
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
（
平
成
31
年
４
月
７
日
現
在
で
満

18
歳
以
上
）

■
町
議
選
挙

○
住
所
要
件

４
月
15
日
（
基
準
日
）
現
在
で
、
本

町
に
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
住
民
登
録

さ
れ
て
い
る
方
。
本
町
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
て
も
、
投
票
日
ま
で

に
他
市
町
村
へ
転
出
さ
れ
た
方
は
町
議

選
挙
の
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
年
齢
要
件

平
成
13
年
４
月
22
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
（
平
成
31
年
４
月
21
日
現
在
で
満

18
歳
以
上
）

■
期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
仕
事
、
旅
行
な
ど
の

理
由
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
期
日
前

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
場
券
の
裏
面
の
宣
誓
書
に
記
入
し

て
い
た
だ
く
だ
け
で
投
票
で
き
ま
す
。 

（
事
前
に
記
入
し
て
持
参
い
た
だ
く
と
、

短
時
間
で
投
票
で
き
ま
す
）

な
お
、
期
日
前
投
票
を
行
う
日
に
お

い
て
、
ま
だ
選
挙
権
を
有
し
て
い
な
い

方 

（
18
歳
未
満
の
方
） 

は
期
日
前
投
票

は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
は
、
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

■
不
在
者
投
票

○
病
院
・
施
設
に
入
院
・
入
所
中
の
方

病
院
に
入
院
や
施
設
に
入
所
し
て
い

る
た
め
、投
票
所
へ
行
け
な
い
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
や
施
設
に
申
し
出

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
で
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
仕
事
先
・
旅
行
先
で
の
不
在
者
投
票

仕
事
や
旅
行
で
町
外
に
滞
在
し
て
い

る
方
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
不

在
者
投
票
の
請
求
手
続
き
を
し
て
、

郵
便
で
投
票
用
紙
な
ど
の
交
付
を
受

け
、
滞
在
先
の
市
町
村
で
投
票
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

次
に
該
当
す
る
方
で
郵
便
に
よ
る
不

在
者
投
票
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
申

し
出
く
だ
さ
い
。

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
（
両
下

肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
障
が
い
） 

、 

１
・
３
級
（
心
臓
・
腎
臓
な
ど
の
障

が
い
） 

、
１
〜
３
級
（
免
疫
・
肝
臓

の
障
が
い
）
を
お
持
ち
の
方

▼
介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
区
分
が
、

被
保
険
者
証
要
介
護
５
の
方

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
で
き

る
期
間

◇
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
の
告
示
日
の
翌
日

か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
で
す
。

◇
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
８
時
ま
で
の
間
、 

町
選
挙
管

理
委
員
会
室 

（
役
場
庁
舎
１
階
）
で

行
っ
て
い
ま
す
。 

（
土
・
日
曜
日
も

投
票
で
き
ま
す
）

■
投
票
所
・
入
場
券

◇
投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る

指
定
の
投
票
所
で
投
票
く
だ
さ
い
。

◇
知
事
選
挙
と
道
議
選
挙
の
入
場
券

は
３
月
30
日
㈯
こ
ろ
、
ま
た
、
町
議

選
挙
は
４
月
17
日
㈬
こ
ろ
に
郵
送
し

ま
す
。

※
配
達
完
了
ま
で
に
２
〜
３
日
間
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
入
場
券
は
大
切
に
保
管
し
、
投
票
日

に
忘
れ
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
も

し
紛
失
し
た
り
、当
日
忘
れ
た
方
は
、

投
票
所
の
受
付
で
再
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

■
開　
票

開
票
は
そ
れ
ぞ
れ
投
票
日
当
日
の
、

午
後
８
時
か
ら
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
す
。
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評
価
の
仕
組
み
と
流
れ

　

政
策
評
価
は
、
町
長
、
副
町
長
、
事

業
担
当
課
に
よ
る
自
己
評
価
を
行
う

「
内
部
評
価
」と
、
町
民
目
線
の
客
観
的

な
評
価
と
提
言
を
行
う「
外
部
評
価
」に

よ
り
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

年
に
2
回
実
施
し
、
ま
ず
、
年
度
の

半
期
を
終
え
た
9
月
ま
で
の
事
業
実
施

状
況
に
対
す
る
評
価
を「
事
中
評
価
」と

し
て
、
10
月
か
ら
翌
年
２
月
に
か
け
て

次
年
度
の
予
算
編
成
と
合
わ
せ
て
行
い

ま
す
。「
事
中
評
価
」の
結
果
は
、
当
年

度
の
成
果
達
成
に
向
け
た
改
善
策
へ
の

反
映
、
さ
ら
に
次
年
度
へ
向
け
た
見
直

し
と
予
算
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
次
に
、

３
月
に
は
、
当
年
度
通
期
の
事
業
実
績

を
踏
ま
え
て「
事
後
評
価
」を
行
い
、
次

年
度
の
成
果
達
成
に
向
け
た
改
善
策
に

反
映
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、継
続
的
に
事
業
を
改
善
し
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル（
下
図
参
照
）に
よ

る
実
効
性
の
あ
る
事
業
を
展
開
し
て
い

く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
仕
組
み
で
す
。

政
策
評
価
の
対
象
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
ま
ち
の
最
上
位
計

画「
第
６
次
総
合
計
画
」に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
事
業
で
す
。

　

流
れ
と
し
て
は
、
は
じ
め
に
一
次
内

部
評
価
と
し
て
、
事
業
担
当
課
が
事
業

ご
と
に
設
定
し
た
活
動
指
標
お
よ
び
成

果
指
標
の
実
績
を
把
握
し
ま
す
。次
に
、

前
年
度
の
評
価
で
出
た
改
善
内
容
や
現

状
の
課
題
を
検
証
し
、
今
後
の
実
施
方

針
を
提
示
し
た
う
え
で
、
評
価
判
定
を

決
定
し
ま
す
。

　

並
行
し
て
進
め
ら
れ
る
外
部
評
価
で

は
、
公
募
町
民
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
政

策
評
価
委
員
会
が
特
に
関
心
の
高
い
事

業
を
評
価
事
業
と
し
て
選
定
。
現
地
視

察
や
学
習
会
を
行
い
、
評
価
対
象
事
業

へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。
そ
の
後
に
、

事
業
担
当
課
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経

て
、
一
次
内
部
評
価
の
結
果
も
踏
ま
え

な
が
ら
町
民
目
線
で
評
価
を
実
施
。
評

価
判
定
と
改
善
策
の
提
案
な
ど
を
報
告

書
に
ま
と
め
二
次
内
部
評
価
前
に
町
長

へ
提
言
し
ま
す
。

政策評価
　町では、総合計画の施策目標に基づ
き実施する計画事業の進捗状況や現状
の課題、成果などを評価・検証し、次
年度への改善につなげる政策評価を平
成 20 年度から実施しています。
　このほど、平成 30 年度の政策評価

（事中評価）結果がまとまりましたので、
実施概要と合わせてお知らせします。

まちの事業をしっかりチェック !
　
今
年
度
の
評
価
結
果

　

今
年
度
の
事
中
評
価
は
下
表
の
と
お

り
１
８
２
事
業（
全
１
９
４
事
業
中
）に

つ
い
て
評
価
が
行
わ
れ
、
１
２
５
事
業

が「
計
画
通
り
進
め
る
」、56
事
業
が「
改

善
検
討
」、１
事
業
が「
抜
本
的
見
直
し
」

と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

政
策
評
価
委
員
会
に
よ
る
外
部
評
価

で
は
４
事
業
が
選
定
さ
れ
、
こ
の
う
ち

２
事
業
が「
計
画
通
り
進
め
る
」、
2
事

業
が
「
改
善
を
検
討
」
と
判
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

政
策
評
価
委
員
会
は
、「
ご
み
分
別

の
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
と
協
力
体

制
づ
く
り
」「
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段

の
充
実
」「
御
大
師
山
周
辺
（
栗
山
公
園

等
）
の
散
策
路
・
施
設
等
の
計
画
的
な

改
修
・
整
備
」「
御
大
師
山
周
辺
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
作
成
お
よ
び
散
策
路
・
周
辺

施
設
の
利
活
用
の
促
進
」
に
関
す
る
４

事
業
に
つ
い
て
報
告
書
を
ま
と
め
、
昨

年
12
月
25
日
、
町
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
8
月
か
ら
7
回
に
わ
た
り

開
催
。
現
地
視
察
を
含
む
事
前
学
習
会

と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
有
識
者
委
員

で
あ
る
北
星
学
園
大
学
の
鈴
木
克
典
教

授
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
事
業
内

容
の
把
握
に
精
力
的
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

金
﨑
委
員
長
は
「
評
価
事
業
は
、
町

民
の
身
近
な
問
題
に
関
す
る
取
り
組
み

で
あ
り
、
ま
た
関
心
の
高
い
も
の
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
町
民
目
線
で
活
発
な

議
論
を
交
わ
し
、
評
価
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
述

べ
、
報
告
書
を
受
け
取
っ
た
佐
々
木
町

長
は
感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。

町
民
目
線
で
よ
り
よ
い
事
業
を

政
策
評
価
委
員
会
が
報
告
書
を
提
出

【問い合わせ】　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

政策評価～まちの事業をしっかりチェック！

◆
政
策
評
価
委
員（
任
期
2
年
）

◇
委
員
長　
　
　

　

金
﨑　

行
男

◇
副
委
員
長

　

鈴
木　

克
典

　
（
北
星
学
園
大
学
教
授
）

◇
委
員

　

大
沼　

英
明

　

門
崎　

晴
美

　

菊
地　

愛
実

Plan
（計画）

Do
（実施）Check

（評価）

Action
（改善）

Plan（計画）、Do（実施）、Check（評価）、Action（改善）
の視点を事業の循環過程とし、成果を重視し継続的
な改善を推進するマネジメント手法。

政策評価の流れ
10 ～ 11 月

事中：2 次内部評価
（副町長）

事中：1 次内部評価
（事業担当課）

事中：最終内部評価
（町長）

事後評価
（事業担当課）

12 月～ 2 月（次年度予算編成同時実施） 3 ～ 4 月

外部評価
（政策評価委員会）

町長へ提言（報告書）

政策評価の結果（平成 30 年度）
評価判定項目 一次評価 外部評価 二次評価 最終評価 割合（対前年比）

計画通り進める 142 事業 2 事業 125 事業 125 事業 68.68%（↓ 3.45%）

改善検討
（事業内容） 15 事業

2 事業
23 事業 24 事業

30.77%（↑ 2.9%）（事業費） 2 事業 1 事業 0 事業
（その他） 22 事業 32 事業 32 事業

抜本的見直し 1 事業 0 事業 1 事業 1 事業 0.55%（↑ 0.55%）
合計 182 事業 4 事業 182 事業 182 事業    

PDCA サイクル

結果公表
（今回） 結果公表

外部

評価

　

続
く
二
次
内
部
評
価
で
は
、
副
町
長

が
一
次
内
部
評
価
と
外
部
評
価
の
結
果

を
踏
ま
え
、
次
年
度
の
予
算
編
成
と
合

わ
せ
て
事
業
担
当
課
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
評
価
判
定
を
決
定
し
ま
す
。

　

最
終
内
部
評
価
で
は
、
町
長
が
二
次

内
部
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、
次
年
度

の
予
算
編
成
と
合
わ
せ
て
事
業
担
当
課

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
最
終
的
な

評
価
判
定
を
し
ま
す
。

　

担
当
課
、
副
町
長
、
町
長
の
３
段
階

に
わ
た
る「
内
部
評
価
」と
町
民
目
線
に

よ
る「
外
部
評
価
」に
よ
り
、
事
業
を
適

切
に
評
価
し
、
よ
り
効
果
的
な
事
業
の

実
施
に
向
け
た
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
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■申込期限　３月 25 日㈪  必着
■応募要件　・町内に在住、在勤または在学されている満 18 歳以上の方
　　　　　　※３機関以上の町の審議会・委員会などの委員の方は応募できません。
■応募方法　・専用の申込書に必要事項を記入し、下記申込先まで提出
　　　　　　※申込書は下記申込先でお渡しするほか、町ホームページからもダウン
　　　　　　　ロードできます。
　　　　　　※申込書の提出は、郵送、FAX、E メールのいずれかで構いません。
■決定方法　申込書による書類選考および面談　※申込書は返却しません。

まちづくり審議会・委員会
　町では、町民参加の機会を広げるため、各種審議会・委員会などの公募を進め
ています。

共 

通 

事 

項

募
集

第 8 期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定委員会委員

▲

　高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、また、介護保険事業が円滑に行われるように、
事業の計画を策定します。
■公募人数　 3 人　（総委員数 15 人以内）
■応募要件　高齢者福祉・地域福祉・介護サービスに関心のある方
■任　　期　第１回の委員会議の日から平成 33 年 3 月 31 日まで（2 年間）
■会議など　平日の夜間（60 分程度）年 3 回予定。会議１回出席につき 3,000 円の謝礼
■申込先・問い合わせ　町福祉課高齢者・介護グループ　☎ 73-7507

栗山町生活支援体制整備事業協議体委員

▲

　多様な日常生活上の支援体制の充実・強化、高齢者の社会参加の推進などについて協議します。
■公募人数　3 人　（総委員数 15 人以内）
■応募要件　高齢者福祉・地域福祉に関心のある方
■任　　期　４月１日から平成 33 年３月 31 日まで（２年間）
■会議など　平日の夜間（60 分程度）年 2 回予定。会議１回出席につき 3,000 円の謝礼
■申込先・問い合わせ　町福祉課高齢者・介護グループ　☎ 73-7507

栗山町地域密着型サービス運営委員会委員

▲

　地域密着型サービスの適正な運営とサービスの質の確保などについて協議します。
■公募人数　 2 人　（総委員数 10 人以内）
■応募要件　高齢者福祉・地域密着型サービスに関心のある方
■任　　期　４月１日から平成 33 年 3 月 31 日まで（２年間）
■会議など　平日の夜間（60 分程度）年 3 回予定。会議出席につき 3,000 円の謝礼
■申込先・問い合わせ　町福祉課高齢者・介護グループ　☎ 73-7507

栗山町地域包括支援センター運営協議会委員

▲

　地域包括支援センター各業務の評価、地域包括支援センターの適切・公正かつ中立な運営の確保な
どについて協議します。
■公募人数　2 人　（総委員数 10 人以内）
■応募要件　高齢者福祉・地域福祉に関心のある方
■任　　期　４月１日から平成 33 年３月 31 日まで（２年間）
■会議など　平日の夜間（90 分程度）年 2 回予定。会議１回出席につき 4,000 円の謝礼
■申込先・問い合わせ　町福祉課高齢者・介護グループ　☎ 73-2255
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（敬称略）

松風第１
松風第２
寺 町
松風本町
松風第５
松風第６
松風第７
松風第８
松風第９
２ 区
３区共親会
４区共和会
５ 区
６ 区
７ 区
８区親交会
９ 区
１ ０ 区
１ ２ 区
北 区
西 区

大　沼　英　明
青　木　明　光
髙　倉　　　淳
工　藤　信　司
村　上　勝　彦
井　上　善　晴
古　俣　　　茂
河　合　政　明
渡　辺　光　章
小　澤　茂　晴
今　井　敏　明
置　田　武　司
楢　﨑　忠　彦
前　田　勝　治
小　野　政　則
坂　口　昇　一
岡　本　大　作
岩　佐　和　義
岡　本　財　一
北　間　則　之
塩　原　秀　夫

河　村　　　茂
福　永　　　力
角　田　伸　慶
八木橋　義　則
鳥　山　幸　雄
椛　澤　忠　彦
古　瀬　一　芳
赤　穂　範士郎
秦　　　則　行
関　　　吉一郎
初　山　清　仁
佐　藤　　　正
永　池　英　彦
本　間　　　正
鈴　木　武　道
新　井　義　澄
笹　森　孝　雄
水　上　信　市
吉　田　義　弘
清　水　哲　雄
橋　本　慶　子

南
山 の 手
桜 丘
松 栄
中 央
朝 日
朝日４丁目
栗山農事
中里団地
睦

新 里
と き わ
湯地中央
ふじ団地
みなみ中里
青 葉
道 栄
富 士
中 里
湯 地
森

鳩 山
雨 煙 別
緑 丘
北 学 田
桜 山
杵 臼
旭 台
共 和
三 日 月
阿 野 呂
大 井 分
南 学 田
御 園
南 角 田
円 山
東 山
滝 下
角田町内会連合会
継立町内連合会
日出連合町内会

堀　田　幸　蔵
岡　　　定　夫
溝　口　　　馨
井　内　　　弘
安　達　康　幸
西　川　　　満
清　水　秀　幸
西　山　健　治
中　島　武　博
井　澤　達　夫
田　村　賢　治
水　木　　　稔
鵜　川　豪　紀
大　坪　竜　樹
鈴　木　正　志
川　瀬　昭　典
川　浦　孝　治
市　川　耕　一
飯　尾　憲　男
草　間　真　性

平成 31 年　町内会長・自治会長 ～１年間よろしくお願いします～



栗
山
公
園
球
場
側
の
立

木
の
枝
払
い
を

　

栗
山
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
者
も

増
え
、
車
両
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
さ
わ
や
か
ト
イ
レ
の
利
用
な
ど
で

通
る
の
で
す
が
、
球
場
側
の
立
木
の
枝

が
低
く
、
車
体
の
上
を
何
度
か
こ
す
り

キ
ズ
が
つ
き
ま
し
た
。
球
場
利
用
者
の

方
の
中
に
路
駐
さ
れ
る
方
が
い
て
通
れ

ず
、
栗
山
寺
の
方
か
ら
迂
回
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
客
の
中
に

は
、
大
き
め
の
車
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
早
急
に
対
応
願
い
ま
す
。（
50

代
女
性
）現

地
を
確
認
し
枝
払
い

を
行
い
ま
し
た

　

こ
の
た
び
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
栗

山
公
園
球
場
東
側
樹
木
の
枝
は
、
１
月

10
日
に
現
地
を
確
認
し
、
車
体
に
枝
が

当
た
ら
な
い
よ
う
１
月
16
日
に
枝
払
い

を
行
い
ま
し
た
。

はがきを更新しました
　町民の皆さんのまちづくりに対する疑問や意見などを
うかがう「くりやまキャッチボイス専用はがき」を更新
しました。
　広報くりやま 1 月号まででお届けしたはがき（切手
を貼る場所に 7 と印刷）の使用期限は、今月末までと
なります。
　今回、広報くりやま 3 月号に折り込んだはがき（切手
を貼る場所に 9 と印刷）は、使用期限を更新したものです。
　次回投書からは、新しいはがきをご使用ください。

旧

新

く

　■あなたの声を しっかりキャッチ！
　　1 枚のはがきが 明日のくりやまを変える！

り まや
スイボチッャキ

【問い合わせ】　町総務課広報・防災・情報グループ　☎ 73-7501

番号7
古いはがき

番号 9
新しいはがき

※使用期限は平成 31 年 3 月末までです。

　

投
書
の
際
に
は
、
は
が
き
の
注

意
事
項
を
ご
確
認
の
上
、
投
書
く

だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
貴
重
な
ご
意
見
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

し
て
い
っ
た
時
代
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
の
30
年
間
を
ま
と
め

る
栗
山
町
史
の
執
筆
を
続
け
て
い
ま

す
。今
の
栗
山
平
成
史
の
中
に
あ
る
、

未
来
に
広
が
る
事
柄
を
記
録
に
残
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
卜
部
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
史
編
さ
ん
室

　

☎
�
７
８
２
０

栗
山
の
平
成
と
は
？

　

昭
和
か
ら
平
成
へ
と
変
わ
る
と
聞

い
た
の
は
、
つ
い
こ
の
前
の
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
そ
の
平
成
が
間
も
な

く
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。
平
成
は
戦

争
が
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
特
色

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
栗
山
町
史

の
執
筆
に
あ
た
り
、
栗
山
の
平
成
と

は
何
か
を
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
終
戦
の
時
、
小
学
校
一
年
で

し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
最
終
段

階
で
、
少
し
の
戦
争
体
験
が
あ
り
ま

す
。
学
校
に
ブ
リ
キ
の
弁
当
箱
を

持
っ
て
行
く
と
、
教
壇
の
と
こ
ろ
で

金
槌
で
一
撃
。
武
器
生
産
の
た
め
の

供
出
品
と
化
し
ま
し
た
。
泉
麟
太
郎

銅
像
や
角
田
小
学
校
校
庭
の
武
田
義

清
像
な
ど
も
同
様
に
供
出
品
と
な
り

ま
し
た
。
栗
山
文
化
を
支
え
て
い
た

獅
子
舞
も
戦
時
体
制
に
併
せ
て
休
止

さ
れ
、
栗
山
の
文
化
は
冷
凍
さ
れ
る

よ
う
に
そ
の
発
展
が
止
ま
っ
て
い
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
終
戦
後
の
昭
和

25
年
頃
か
ら
、
銅
像
の
再
建
や
獅
子

舞
の
再
開
な
ど
、
栗
山
文
化
の
復
活

が
始
ま
っ
た
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

栗
山
の
平
成
と
は
、
戦
争
が
な
か
っ

た
こ
と
で
、
復
活
し
た
文
化
が
発
展

確
実
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
コ
メ
ン
ト
の
よ
う

に
応
援
し
た
く
な
る
魅
力
溢
れ
る
栗

山
町
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
通
し
て
町
の
情
報
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
Ｐ
Ｒ
隊
事
務
所

　

☎
�
７
１
０
３

町
の
名
前
と
魅
力
を
全
国
に
広
め
て

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊ですNo.33
　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お

こ
し
協
力
隊
く
り
や
ま
ち
ょ
う
Ｐ
Ｒ

隊
の
井
上
で
す
。
栗
山
町
に
引
っ
越

し
て
初
め
て
の
冬
で
す
が
、
毎
日

の
雪
の
多
さ
に
び
っ
く
り
し
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
の
業
務
の
一
つ
と

し
て
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
（
ふ
る
さ

と
納
税
）
が
あ
り
ま
す
。
町
の
名
前

を
知
っ
て
も
ら
い
、
魅
力
を
全
国
に

広
め
、
町
の
フ
ァ
ン
を
作
る
べ
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
活
動
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
実

を
結
ん
で
い
る
と
実
感
で
き
る
こ
と

が
、
日
々
の
寄
附
申
し
込
み
の
際
に

寄
せ
ら
れ
る
コ
メ
ン
ト
で
す
。

　
「
米
が
苦
手
だ
っ
た
娘
が
栗
山
町

の
お
米
だ
と
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
」

「
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
栗
山
町
を

身
近
に
感
じ
申
し
込
み
を
し
ま
し

た
」「
若
い
方
が
地
域
で
活
躍
し
て

い
て
応
援
し
た
く
な
り
ま
し
た
」
な

ど
、
遠
く
離
れ
た
地
域
の
方
か
ら
こ

の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
く

と
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
励
み
に
な
り
ま

す
し
、
そ
れ
と
同
時
に
町
の
魅
力
が

こんにちは！ 町史編さん室ですNo.33

【写真】
昨年実施したふるさと納税
寄附者との交流イベントの
様子

軍事品への供出の様子
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　町ではひとり暮らし等の高齢者・障がい者で慢性疾患や整形疾患により日常生活上、注意が必要な
方が緊急時の不安を解消し在宅生活を続けられるよう、緊急通報装置設置事業を実施しています。
　装置は無料で設置し、緊急時には綜合警備保障株式会社ＡＬＳＯＫ（アルソック）の警備員が 24
時間体制で駆けつけます。

【対象となる方】
町内に在住の高齢者などで、次の要件を全て満たす方

（1）概ね 65 歳以上
（2）心臓疾患、高血圧などの慢性疾患や整形疾患などにより日常生活上、注意を要する状態にある方
（3）世帯の状況が次のいずれかに該当すること
　　ア　ひとり暮らし
　　イ　同居人はいるが、同居人も日常生活上、注意を要する状態にある方
　　ウ　同居人はいるが、同居人が定期的・継続的に仕事等で概ね半日以上外出するために、ひとり
　　　　で生活することとなる方
※障がい者のみの世帯で日常生活上、注意を要する状態にある方。または、概ね 90 歳以上のひとり
　暮らしの方は健康状態、世帯状況問わず対象となります。

※緊急通報装置は固定電話機に取り付けるため、
　装置の電気代、通報時等の通話料は設置者の
　負担となります。

設置事業のご案内

【申込先・問い合わせ】
町福祉課高齢者・介護グループ  ☎ 73-7507

【緊急通報の流れ】

緊急通報装置

現場急行

＜緊急連絡先登録者＞ ＜南空知消防組合消防署＞

＜警 備 員＞

緊急通報

ご家族へ連絡 状況により連絡

出動命令

　対象席種
　C 指定席
※塁側・座席位置はお選びいただけません。
　申込方法
　球団公式サイトにアクセスし、所定の申込
フォームに必要事項を入力して送信

・パソコンアドレス
　https://www.fighters.co.jp/
expansion/invitation/2019/

・スマートフォン・携帯電話
　右記のＱＲコードにアクセス

　申込締切　3 月 15 日㈮
　その他
①当選者の方でＳ指定席、Ａ指定席など別な席

種を希望される場合は、試合当日に札幌ドー
ム場内前売り券販売場で座席変更を受け付け
します。（有料・席数限定）

②応募いただいた個人情報は、株式会社北海道
日本ハムファイターズが適切に管理し、本件
を含むチケット関連のダイレクトメールやア
ンケートなどによる案内以外には利用されま
せん。

③当選有無に関する問い合わせはお受けできま
せん。

　注意事項
　球場内でファウルボールや折れたバットなど

により負傷された場合、応急処置はいたしま
すが、主催者・球場管理者に帰責事由がある
場合を除き、その後の責任は負いかねますの
で、ご了承ください。

　問い合わせ　
　北海道日本ハムファイターズ
　お客様センター
　☎ 0570-005-586

ファイターズ戦にご招待

４月 14 日㈰
千葉ロッテマリーンズ戦

14：00 ～

栗山町民応援デー

北海道日本ハムファイターズでは、４月 14 日㈰午後 2時か
ら札幌ドームで開催される千葉ロッテマリーンズ戦のＣ指定
席に町内にお住まいの方 50 組 100 人をご招待します。観戦
希望の方は以下のURL・QRコードよりお申し込みください。
※応募多数の場合は抽選となります。

50 組

100 人を

北海道日本ハムファイターズ
HOKKAIDO NIPPON-HAM FIGHTERS

(c)H.N.F.

会場の様子
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ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ご
み
収
集
へ
の

【問い合わせ】　
　町環境政策課
　環境政策
　グループ
　☎ 73-7511

今月の暮らし

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町住民保健課
　生活安全
　グループ
　☎ 73-7510

　

犬
の
登
録

　

法
律
（
狂
犬
病
予
防
法
）
に
よ
り
、

生
後
91
日
以
上
を
経
過
し
た
飼
い
犬
は

そ
の
大
き
さ
や
室
内
外
犬
を
問
わ
ず
、

必
ず
市
町
村
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

登
録
は
生
涯
１
度
で
、
登
録
を
受
け

た
際
に
鑑
札
が
渡
さ
れ
ま
す
。
こ
の
鑑

札
は
、
犬
の
情
報
や
飼
い
主
を
識
別
す

る
た
め
の
重
要
な
も
の
な
の
で
、
首
輪

等
の
見
え
る
と
こ
ろ
に
取
り
付
け
て
く

だ
さ
い
。

◎
登
録
手
数
料　

３
０
０
０
円

　

狂
犬
病
予
防
接
種

　

飼
い
主
は
、
特
別
な
場
合
を
除
き
、

年
に
一
度
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
接
種

を
受
け
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

接
種
し
た
犬
に
は
、
狂
犬
病
予
防
注

射
済
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
も

首
輪
等
の
見
え
る
と
こ
ろ
に
取
り
付
け

て
く
だ
さ
い
。

◎
狂
犬
病
予
防
注
射
料
金

　

３
１
１
０
円
（
町
で
の
集
団
予
防
接

種
の
場
合
、
注
射
済
証
交
付
手
数
料

含
む
）

※
栗
山
町
が
行
う
集
団
予
防
接
種
で

は
、
各
会
場
で
注
射
後
に
注
射
済
証

を
交
付
し
ま
す
。

※
町
外
の
動
物
病
院
で
接
種
さ
れ
た

場
合
は
病
院
で
証
明
書
が
交
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
証
明
書
を
役
場
に
持
参

し
、
注
射
済
証
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
交
付
手
数
料
と
し

て
５
５
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

　

書
類
の
届
け
出　

　

次
の
場
合
も
届
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

◎
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
場
合（
死
亡
届
）

◎
登
録
犬
が
町
外
に
転
出
し
た
場
合

（
変
更
届
）

※
新
住
所
地
の
担
当
窓
口
へ
、
鑑
札
を

持
参
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
他
の
自
治
体
で
登
録
し
て
い
た
登
録

お
済
み
で
す
か
？
犬
の
登
録
と
注
射

新たな「詐欺」の手口が確認されました
　神奈川県内で、「全国銀行協会」を騙り、「元号の改元による銀行法改正について」という文書
を送りつけ、「５月１日からの元号の改元による銀行法改正に伴い、全金融機関のキャッシュカー
ドを不正操作防止用キャッシュカードに変更する手続きが必要です。『キャッシュカード変更申
込書』に暗証番号などを記載し、現在お使いのカードを返送してください」などと指示する新た
なサギの手口が確認されました。
　返送すると預金を勝手に引き出されてしまいます。
　北海道にも波及するおそれがあるので、被害にあわないようご家族などにも情報をお伝えくだ
さい。

　

町
で
は
毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日
に

家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ご
み
の
収
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

収
集
の
申
込
方
法
と
手
順
は
次
の
と
お

り
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

①
町
環
境
政
策
課
に
電
話
で
申
し
込
み

ま
す

○
申
し
込
み
の
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
出

す
ご
み
の
品
目
・
個
数
・
大
き
さ
（
最

大
辺
の
大
き
さ
）
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

○
１
回
の
申
込
個
数
は
10
点
ま
で
と
な

り
ま
す
。

○
家
屋
内
か
ら
の
搬
出
は
行
い
ま
せ

ん
。
ご
自
身
で
玄
関
先
ま
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
希
望
日
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
収
集
に
お
伺
い
す
る
時
間
は
、
収
集

日
の
数
日
前
に
環
境
政
策
課
よ
り
あ

ら
た
め
て
ご
連
絡
し
ま
す
。

※
粗
大
ご
み
処
理
手
数
料
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
し
く
は
町
ご
み
分
別
冊
子

（
家
庭
ご
み
の
「
分
け
方
・
出
し
方
」

（
Ｐ
14
））
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
ご
自
宅
ま
で
収
集
に
伺
い
ま
す

○
当
日
在
宅
の
場
合

　

収
集
時
に
粗
大
ご
み
処
理
手
数
料
を

い
た
だ
き
ま
す
。

○
当
日
不
在
の
場
合

　

玄
関
先
に
出
さ
れ
た
粗
大
ご
み
を
収

集
し
、
後
日
、
納
付
書
を
お
送
り
し

ま
す
。

◆
注
意
事
項

　

次
の
場
合
お
よ
び
品
目
は
粗
大
ご
み

の
収
集
が
行
え
ま
せ
ん
。

・「
大
量
に
粗
大
ご
み
を
処
分
し
た
い

場
合
」

　
　
「
自
己
搬
入
」
か
「
町
の
一
般
廃

棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者
」
へ
処
分

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。（
有
料
）

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品
目
（
テ
レ
ビ
・

エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
・
衣
料
乾
燥
機
・

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
の
６
品
目
）

　
　

町
で
収
集
処
分
が
で
き
ま
せ
ん
。

次
の
と
お
り
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

（
有
料
）

○
購
入
し
た
店
か
、
新
し
く
買
い
換
え

た
際
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
。

○
町
で
廃
家
電
の
引
き
取
り
可
能
な
お
店

「
粗
大
ご
み
」

　
　
　
　
の
処
分
方
法
に
つ
い
て

お伺いする内容 町環境政策課から
お伝えする内容

・住所 ・収集日
・氏名 ・収集時間（後日連絡）
・電話番号 ・粗大ごみ処理手数料金額
・ごみの品目、個数、大きさ ・注意事項など
・収集当日の在宅状況

製造日印字場所（○印）

（
家
電
販
売
店
な
ど
）
に
処
理
を
依
頼

す
る
。

※
「
町
の
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業

者
」
お
よ
び
「
栗
山
町
で
廃
家
電
の
引

き
取
り
可
能
な
お
店
」
が
不
明
な
場
合

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
町
環
境
政
策
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
生
ご
み
袋
の
使
用

　
　

町
指
定
の
生
ご
み
袋
は
、
袋
ご
と

堆
肥
生
産
の
原
料
と
す
る
た
め
、
水

分
な
ど
で
分
解
し
や
す
い
素
材
で
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
袋

に
生
ご
み
を
入
れ
た
ま
ま
に
し
た

り
、
使
用
せ
ず
に
長
期
間
保
管
し
て

お
く
だ
け
で
も
分
解
が
進
み
、
破
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。
袋
は
購
入
後
な

る
べ
く
早
く
（
１
年
以
内
）
使
用
し
、

ご
み
出
し
の
時
も
出
す
直
前
に
袋
に

入
れ
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
破
れ
に
く
く
な
り
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
な
お
、
現
在

販
売
し
て
い

る
袋
に
は
、
製

造
年
月
日
が

印
字
さ
れ
て

い
ま
す
の
で

ご
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

犬
が
町
内
に
転
入
し
た
場
合
（
変
更

届
）

※
登
録
し
た
自
治
体
の
鑑
札
を
持
参

し
、町
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
登
録
犬
の
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
場
合

（
変
更
届
）

※
新
た
な
飼
い
主
の
住
所
が
町
外
の
場

合
は
、
新
た
な
住
所
地
の
担
当
窓
口

で
変
更
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
登
録
犬
が
人
や
家
畜
な
ど
に
危
害
を

加
え
た
場
合
（
犬
の
加
害
届
）

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
の
放

置
自
転
車
を
処
分
し
ま
す

　

長
期
間
放
置
さ
れ
た
自
転
車
は
、
景

観
上
好
ま
し
く
な
い
こ
と
や
他
の
利
用

者
に
と
っ
て
迷
惑
で
す
。
次
の
保
管
期

限
ま
で
に
引
き
取
り
に
来
ら
れ
な
い
場

合
は
処
分
し
ま
す
。

◆
保
管
期
限

　

3
月
20
日
㈬
ま
で

◆
引
取
場
所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
持
参
す
る
も
の

・
身
分
を
証
明
す
る
も
の
（
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
、
学
生
証
な
ど
）

・
自
転
車
の
利
用
者
を
確
認
で
き
る
も

の
（
防
犯
登
録
証
な
ど
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

☎
�
３
３
３
３
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こ
ん
に
ち
は
。
早
速
で
す
が
、
皆
さ

ん
は
「
フ
レ
イ
ル
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
「
フ
レ
イ

ル
」
と
は
海
外
の
老
年
医
学
の
分
野
で

使
用
さ
れ
て
い
る
「Frailty

（
フ
レ
イ

ル
テ
ィ
）」
に
対
す
る
日
本
語
訳
で
す
。

日
本
語
に
訳
す
と
「
虚
弱
」
や
「
脆
弱

（
ぜ
い
じ
ゃ
く
）」
な
ど
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
説
明
し
ま
す
と
、
健
康
な
状
態

と
、
日
常
生
活
で
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な

介
護
状
態
の
中
間
を
意
味
し
ま
す
（
図

１
：
出
典
①
）。
フ
レ
イ
ル
の
診
断
を

表
１
に
記
載
し
ま
す
。５
項
目
の
う
ち
、

３
項
目
当
て
は
ま
れ
ば
フ
レ
イ
ル
で
、

１
〜
２
項
目
な
ら
プ
レ
フ
レ
イ
ル
（
フ

レ
イ
ル
前
段
階
）
と
な
り
ま
す
。
５
番

目
の
「
筋
力
低
下
」
に
注
目
し
ま
し
ょ

う
。
筋
力
低
下
の
こ
と
を
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
と
も
言
い
ま
す
。
ギ
リ
シ
ャ
語
で
サ

ル
コ
は
筋
肉
。
ぺ
ニ
ア
は
減
少
と
い
う

意
味
で
す
。
筋
肉
量
が
減
少
し
、
筋
力 真

井　

睦
子※

栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

栗
山
赤
十
字
病
院　

管
理
栄
養
士

低
下
と
な
り
、
身
体
能
力
が
低
下
し
、

フ
レ
イ
ル
に
拍
車
を
か
け
ま
す
（
出
典

②
）。
十
分
に
栄
養
を
取
っ
て
特
に
肉

や
魚
や
卵
な
ど
蛋
白
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
取
り
、
運
動
や
活
動
量
を
増
や
す
こ

と
で
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
は
予
防
が
可
能
で

今月の健
け ん こ う

幸

保
健
福
祉
の
コ
ラ
ム

【出典①】
厚生労働省　高齢者における栄養
の特性と課題　葛谷雅文　日老医
誌，46：279-285，2009

【出典②】
Age and Ageing 2010; 39: 412–423

【出典③】
T s u g a n e  S , e t  a l . U n d e r -  a n d 
overweight impact on mortality 
among middle-aged Japanese 
men and women: a 10-y follow-
up of JPHC study cohort I . Int 
J  O b e s  R e l a t  M e t a b  D i s o r d . 
2002;26(4):529-37.

す
。
ま
た
も
う
一
つ
、
身
長
体
重
比
も

関
係
し
て
い
ま
す
。
図
２
を
見
て
く
だ

さ
い
。（
出
典
③
）「
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（Body 

M
ass Index

）」
と
言
っ
て
、
身
長
・

体
格
指
数
と
40
歳
以
上
の
男
女
の
死
亡

率
と
の
関
連
を
表
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。

Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
、体
重
（
kg
）
÷
身
長
（
ｍ
）

÷
身
長
（
ｍ
）
で
す
。
１
５
０
㎝
、
体

重
53
㎏
の
方
は
、53
㎏
÷
１
・５
０（
ｍ
）

÷
１
・
５
０
（
ｍ
）
と
計
算
し
、
Ｂ
Ｍ

Ｉ
は
23
・
５
と
な
り
ま
す
。
図
２
の
グ

ラ
フ
か
ら
す
る
と
、
男
性
も
女
性
も
最

も
死
亡
率
が
低
い
と
い
う
値
に
な
り
ま

す
。
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
に
は
①
運

動
習
慣
を
続
け
る
②
た
ん
ぱ
く
質
と
栄

養
を
し
っ
か
り
③
合
併
症
の
予
防
④
社

会
参
加
（
趣
味
や
サ
ー
ク
ル
）
を
積
極

的
に
⑤
定
期
的
な
歯
科
検
診
⑥
ポ
リ

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
（
６
剤
以
上
の
服
薬
）

を
避
け
る
な
ど
が
大
切
で
す
。
ベ
ン
ゾ

ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系
や
抗
コ
リ
ン
剤
の
長
期

服
用
も
筋
力
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
薬
剤
師
さ
ん
に
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
い
つ
ま
で
も
生
き

生
き
と
活
動
の
あ
る
生
活
を
！

フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
て
生
き
生
き
と
！

　
食
と
栄
養
と
健
康
と

【表 1】　フレイルの診断（J-CHS 基準）

１．体重減少（意図しない半年間
　　で 2-3kg 以上の減少）
２．疲労感（わけもなく疲れたよ
　　うな感じがする）
３．活動量の低下　
　①軽い運動・体操などをしてい
　　ますか？
　②定期的な運動・スポーツをし
　　ていますか？ 
４．歩行速度の遅延 
　　通常歩行：< 1.0m/ 秒
５．筋力低下
　    握力：男＜ 26kg、女＜ 18kg
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保
健
の
お
知
ら
せ

元
気
が
一
番

【問い合わせ】　
　町住民保健課
　健康推進
　グループ
　☎ 73-2256

H
ealthHea

lth
H
e

althHeal

th
e
a
lt
h

平
成
30
年
度
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
予
防
接
種
は
平
成
31
年
３
月
31
日

ま
で

◆
対
象
者

①
表
１
の
生
年
月
日
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
の
機
能
に
日
常
生
活
活

動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障

害
が
い
を
持
つ
方
、
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日

常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度

の
障
が
い
を
持
つ
方

◆
留
意
事
項

・
対
象
者
①
の
生
年
月
日
に
該
当
す
る

方
に
は
、
平
成
30
年
３
月
に
個
別
案

内
を
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
３
月

以
降
に
転
入
さ
れ
る
な
ど
、
案
内
が

届
い
て
い
な
い
方
、
案
内
の
再
発
行

を
ご
希
望
の
方
は
右
記
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
対
象
者
②
に
該
当
す
る
方
や
体
調
に

不
安
の
あ
る
方
は
、
主
治
医
と
ご
相

談
の
上
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

・
対
象
者
で
予
防
接
種
を
受
け
る
場
合

は
町
か
ら
３
５
０
０
円
の
助
成
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

・
定
期
予
防
接
種
の
対
象
年
度
よ
り
前

に
接
種
さ
れ
た
方
は
、
定
期
予
防
接

種
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
特
定
健
診
は
お
済
み
で
す
か
？

　

平
成
30
年
度
特
定
健
診
受
診
券
の
有

効
期
限
（
平
成
31
年
３
月
31
日
）
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
今
年
の

受
診
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

特
定
健
診
の
目
的
は
、
生
活
に
支
障

が
で
る
こ
と
が
な
い
よ
う
予
防
で
き
る

病
気
は
自
分
で
予
防
、
ま
た
は
重
症
化

さ
せ
な
い
た
め
に
平
成
20
年
度
よ
り
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
診
を
受
診
し
、
発
症
予
防

や
病
気
の
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
で
将
来

の
医
療
費
や
介
護
給
付
費
の
伸
び
を
小

さ
く
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

町
も
、
今
後
高
齢
化
が
進
み
、
医
療
費

や
介
護
給
付
費
が
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
健
診
受
診
後
は
、保
健
師
・

管
理
栄
養
士
が
個
別
に
健
診
結
果
を
お

返
し
し
、
検
査
結
果
の
意
味
や
、
日
常

生
活
で
で
き
る
生
活
の
工
夫
を
、
一
緒

に
考
え
ま
す
。　

　

生
活
習
慣
病
で
医
療
機
関
に
通
院
中

の
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
年
に
一
度

は
健
康
診
査
を
受
診
し
、
自
分
の
体
の

状
態
を
確
認
し
、
生
活
習
慣
病
の
発
症

や
重
症
化
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

※
３
月
に
受
診
が
で
き
る
医
療
機
関
は

表
２
の
通
り
で
す
。

く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す

　
「
く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
は
、

特
定
健
診
や
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
、

健
康
づ
く
り
事
業
な
ど
に
参
加
す
る
こ

と
で
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
、
賞
品
（
く
り

や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
）
と
交
換
す
る
こ

と
が
で
き
る
事
業
で
す
。

　

く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
ポ
イ

ン
ト
の
発
行
期
限
は
３
月
31
日
、
賞
品

交
換
の
期
限
は
４
月
30
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
期
限
が
過
ぎ
る
と
無
効
に

な
り
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
っ
て
い

る
方
は
、

町
住
民
保

健
課
３
番

窓
口
ま
で

ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を

お
持
ち
に

な
り
、
忘

れ
ず
に
交

換
し
て
く

だ
さ
い
。

年齢 生年月日
65 歳 昭和 28 年 4 月 2 日～ 昭和 29 年 4 月 1 日

70 歳 昭和 23 年 4 月 2 日～ 昭和 24 年 4 月 1 日

75 歳 昭和 18 年 4 月 2 日～ 昭和 19 年 4 月 1 日

80 歳 昭和 13 年 4 月 2 日～ 昭和 14 年 4 月 1 日

85 歳 昭和   8 年 4 月 2 日～ 昭和     9 年 4 月 1 日

90 歳 昭和   3 年 4 月 2 日～ 昭和     4 年 4 月 1 日

95 歳 大正 12 年 4 月 2 日～ 大正 13 年 4 月 1 日

100 歳 大正   7 年 4 月 2 日～ 大正     8 年 4 月 1 日

表 1　成人用肺炎球菌予防接種対象者

健診機関（場所） 料金 申込先
栗山赤十字病院

1,500 円

希望日 2 週間前まで
☎ 72-1015

梶整形外科医院 希望日前日まで
☎ 72-0058

長岡外科
整形外科医院

希望日前日まで
☎ 72-1171

とくち内科胃腸科
ファミリークリニック

希望日前日まで
☎ 72-6622

つぎたてクリニック 希望日前日まで
☎ 72-2277

対がん協会
（札幌がん検診センター） 1,400 円 町住民保健課健康推進 G

☎ 73-2256

表 2　3 月に特定健診の受診ができる医療機関



角
田
小
学
校
で
２
月
12
日
、

佐
々
木
学
町
長
に
よ
る

特
別
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
町
長
は
「
ふ
る
さ
と
に

誇
り
を
持
て
る
ま
ち
を
目
指
し

て
」
と
題
し
、
ク
イ
ズ
を
交
え

て
講
演
。
約
45
分
間
に
わ
た
り

話
し
、
出
席
し
た
５
・
６
年
生

15
人
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
子
ど
も
た

ま
ち
づ
く
り
を「
ま
な
ぶ
」

角
田
小
学
校
で
町
長
が
特
別
授
業

栗
山
子
ど
も
会
議
が
２
月

15
日
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」
で
開
か
れ

ま
し
た
。
今
年
は
、
町
内
の
小

学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
児
童

生
徒
と
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

の
学
生
計
23
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
岩
見
沢
市
教
育
委
員
会
学

校
教
育
指
導
員
の
田
中
佳
樹
さ

ん
を
講
師
に
招
き
、
5
つ
の

お
互
い
に
と
っ
て
の
最
善
策
を
考
え
る

栗
山
子
ど
も
会
議
２
０
１
９

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
雨
宿
り

を
し
て
い
る
友
人
を
見
か
け
た

時
の
行
動
を
例
と
し
、
お
互
い

に
と
っ
て
の
最
善
策
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
で
出
た
１
つ
の
解
決
策
を
発

表
し
、
相
手
を
思
い
や
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。 

大
学
生
の
地
域
定
着
や
大

学
の
魅
力
向
上
、
地
域

の
活
性
化
を
目
的
に
、
学
生
が

地
域
で
活
動
な
ど
を
行
う
「
学

生
地
域
定
着
自
治
体
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
学
生
地
域
定

着
推
進
広
域
連
携
協
議
会
（
道

央
８
市
町
と
江
別
市
内
４
大

学
、
経
済
団
体
な
ど
で
構
成
）

の
主
催
に
よ
り
今
年
度
も
栗
山

町
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
月

子
ど
も
た
ち
と
大
学
生
が
雪
遊
び

学
生
地
域
定
着
自
治
体
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

20
日
、
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、

冬
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
「
冬
を

楽
し
も
う
」
が
行
わ
れ
、
北
翔

大
学
の
学
生
２
人
と
札
幌
学
院

大
学
の
学
生
１
人
の
計
３
人
が

イ
ベ
ン
ト
の
補
助
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
し
た
畑
田
さ
や

か
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
と
触

れ
合
う
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

佐
々
木
町
長
の
話
を
真
剣
に
聞
く
子

ど
も
た
ち

年
代
を
超
え
て
議
論
を
交
わ
す
子
ど

も
た
ち

ち
が
「『
幼
稚
園
、
小
中
高
、

専
門
学
校
ま
で
の
１
つ
の
大
き

な
学
校
』
と
『
商
店
街
が
１
カ

所
に
集
ま
る
よ
う
な
大
き
な

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
』
を
１

カ
所
に
つ
く
る
と
い
う
未
来
の

街
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
を
提
案
。

佐
々
木
町
長
は
こ
れ
ま
で
の
学

習
の
成
果
に
感
謝
を
述
べ
ま

し
た
。

米
の
地
産
地
消
、
児
童
生
徒

へ
の
食
農
教
育
と
地
域
社

会
貢
献
の
一
環
と
し
て
１
月
24

日
、
そ
ら
ち
南
農
業
協
同
組
合

が
、
町
内
４
小
中
学
校
の
学
校

給
食
半
年
分
に
相
当
す
る
減
農

薬
米
「
な
な
つ
ぼ
し
」
3
・
3

ト
ン
を
町
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
か
ら
行
わ
れ
、
今

年
で
７
回
目
。
佐
々
木
学
町
長

減
農
薬
米「
な
な
つ
ぼ
し
」を
寄
贈

そ
ら
ち
南
農
業
協
同
組
合

まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/栗山町 検索栗山町 検索 栗山町 検索栗山町 検索

小
学
生
に
よ
る
室
内
サ
ッ

カ
ー
「
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

カ
ッ
プ
第
28
回
く
り
や
ま
フ
ッ

ト
サ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

１
月
26
日
と
27
日
の
両
日
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
道
内
屈
指
の

規
模
を
誇
る
大
会
で
今
回
は
過

去
最
大
の
96
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。
試
合
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー

秋
の
叙
勲
で
塚
本
虎
男
さ

ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
受

章
し
１
月
29
日
、
佐
々
木
学
町

長
に
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。
塚

本
さ
ん
は
昭
和
34
年
３
月
か
ら

教
員
生
活
を
始
め
、
昭
和
58
年

に
は
教
頭
、
昭
和
63
年
か
ら
は

幌
加
内
中
学
校
の
校
長
と
し

て
、
計
31
年
に
わ
た
り
小
中
学

校
教
育
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

か
ら
「
平
成
30
年
産
の
水
稲
は

南
空
知
作
況
指
数
87
と
平
年
を

大
き
く
下
回
る
作
柄
と
な
っ
た

中
で
の
寄
贈
に
大
変
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
る
と
、
北
輝
男
代
表
理

事
組
合
長
は
「
子
ど
も
た
ち
に

農
業
へ
の
理
解
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

全
道
各
地
か
ら
96
チ
ー
ム
が
参
加

フ
ッ
ト
サ
ル
フ
ェ
ス
テ
バ
ル

の
部
（
６
年
生
）
と
新
人
の
部

（
５
年
生
以
下
）
に
分
か
れ
て

開
催
。
地
元
か
ら
は
く
り
や
ま

FC
と
サ
ン
ク
FC
く
り
や
ま
が
出

場
し
、
素
早
い
ド
リ
ブ
ル
や
パ

ス
で
相
手
陣
営
に
攻
め
込
み
得

点
を
重
ね
る
姿
に
、
応
援
に
駆

け
付
け
た
町
民
や
父
母
な
ど
か

ら
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

瑞
宝
双
光
章
を
受
章

塚
本
虎
男
さ
ん

ま
た
、
社
会
教
育
の
重
要
性
を

深
く
認
識
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

中
心
に
学
校
と
地
域
と
家
庭
と

の
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
青

少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
し

た
。
佐
々
木
町
長
か
ら
労
い
の

言
葉
を
か
け
ら
れ
た
塚
本
さ
ん

は
「
受
章
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
家
族
の
協
力
の
お
か
げ

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

相
手
を
か
わ
し
シ
ュ
ー
ト
を
放
つ
く

り
や
ま
FC
の
選
手

佐
々
木
町
長
・
南
條
教
育
長
と
と
も

に
笑
顔
を
浮
か
べ
る
塚
本
さ
ん

①

②

①出席者による記念
撮影
②北代表理事組合長
から佐々木町長に目
録が手渡される

①

②

①イベントを通して
学生間の距離が縮ま
り笑顔を浮かべる
② じ ゃ ん け ん に 勝
ち、大学生からボー
ルを受け取る子ども
たち

21 広報くりやま　2019. 3 202019. 3　広報くりやま   



　

栗
山
町
の
皆
さ
ん
！
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
！
本
年
度
一
般
社
団

法
人
栗
山
青
年
会
議
所
副
理
事
長
を

務
め
ま
す
、
菊
池
孝
太
で
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

私
た
ち
は
今
年
度
、
山
形
理
事
長

が
掲
げ
る
「
我
む
す
ひ　

照
ら
せ
未
来

へ
の
道
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
人

や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

活
気
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

日
々
奮
闘
し
て
い
く
た
め
に
三
つ
の
事

業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
つ
目
の
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
事
業
」

で
は
、
南
々
そ
ら
ち
の
交
流
人
口
の

拡
大
、
リ
ピ
ー
タ
ー
率
の
向
上
の
た

め
に
、
南
々
そ
ら
ち
の
明
確
な
コ
ン

セ
プ
ト
を
定
め
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
に
挑
戦
し
ま
す
。
二
つ
目

の
「
青
少
年
育
成
事
業
」
で
は
地
域

の
伝
統
文
化
を
は
じ
め
、
自
然
や
地

域
住
民
と
の
つ
な
が
り
か
ら
多
く
の

魅
力
や
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と
で
近

隣
地
域
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く

機
会
を
作
る
こ
と
に
挑
戦
し
ま
す
。

「
夕
張
川
関
連
事
業
」
で
は
流
域
住

民
の
意
識
を
手
繰
り
寄
せ
る
こ
と
で

結
ば
れ
る
「
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

こんにちは！　私たち栗山青年会議所ですVOL.87

人
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

ク
」
を
作
る
た
め
に
サ
ケ
・
マ
ス

の
自
然
産
卵
に
向
け
、
魚
卵
か
ら

稚
魚
に
育
て
る
「
サ
ケ
の
里
親
事

業
」、
そ
の
稚
魚
を
夕
張
川
に
放
流

す
る
「
サ
ケ
稚
魚
放
流
会
」、
ま
た

遡
上
し
て
き
た
サ
ケ
の
産
卵
場
所

の
「
河
川
清
掃
」
な
ど
を
行
い
、

夕
張
川
が
も
た
ら
す
新
た
な
価
値

を
創
出
す
る
機
会
を
図
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
こ
の
地
域
の
豊
か

な
資
源
と
、
企
業
の
意
欲
と
、
意

欲
か
ら
夢
と
希
望
が
溢
れ
る
南
々

そ
ら
ち
を
創
造
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

栗
山

広報紙

ニュース

予防接種の
お知らせ

自治体がもっと身近になる機能が盛りだくさん！

イベント 仕事

まちづくり 住まい

福祉 子ども

健康 環境

New

※アプリの使用は無料ですが、通信費は回線ごとのご負担となります。 
※広告が表示されますが、各自治体とは何ら関係ありません。

ダウンロードはこちらから

【マチイロに関する問い合わせ】株式会社ホープ　☎092-716-1404

役立つ行政情報を
見逃さない！

自分に合わせた
情報が届く！

いろいろなマチの
魅力をお届け！

1 2 3

マ チ を 好 き に な る ア プ リ

行政情報アプリ「マチイロ」で
「広報くりやま」が見られます！

人
々
に
愛
さ
れ
る
祭
り
に
す
る
た
め
に

第
28
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り  

市
民
審
査
員
募
集

星　
洋
子
（
ほ
し　
よ
う
こ
）

１
級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
、
２
級
Ｄ
Ｃ
プ
ラ

ン
ナ
ー
。
一
般
企
業
で
10
年
以
上
経

理
・
総
務
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
、

自
身
の
家
計
の
見
直
し
の
た
め
に
Ｆ

Ｐ
の
資
格
を
取
得
。
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

を
提
案
す
る
独
立
型
Ｆ
Ｐ
と
し
て
セ

ミ
ナ
ー
講
師
、
相
談
業
務
な
ど
を
中

心
に
活
躍
中
。

　

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き

に
確
定
申
告
を
行
う
と
、
税
金
が

戻
っ
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
医

療
費
控
除
）
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
税
制
は
、
平
成
29
年
か
ら
始

ま
っ
た
医
療
費
控
除
の
特
例
で
す
。

　

従
来
の
医
療
費
控
除
は
、
１
年
間

の
医
療
費
が
10
万
円
（
ま
た
は
所
得

金
額
の
５
％
、ど
ち
ら
か
少
な
い
額
）

を
越
え
た
額
（
補
て
ん
さ
れ
る
保
険

金
な
ど
は
除
く
）
を
所
得
控
除
で
き

る
の
で
、
確
定
申
告
に
よ
り
所
得
税

が
還
付
さ
れ
ま
す
。
翌
年
の
住
民
税

も
安
く
な
り
ま
す
。

　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

は
、
特
定
の
医
薬
品
（
ス
イ
ッ
チ
Ｏ

Ｔ
Ｃ
医
薬
品
）
の
年
間
購
入
額
が

１
万
２
千
円
を
超
え
た
額
（
補
て
ん

さ
れ
る
保
険
金
な
ど
は
除
く
）
を
所

得
控
除
で
き
ま
す
。

　

こ
の
特
例
の
申
告
時
に
は
、
健
康

診
断
や
予
防
接
種
な
ど
を
受
け
た
証

明
（
領
収
書
な
ど
）
と
、
該
当
す
る

医
薬
品
の
領
収
書
や
レ
シ
ー
ト
な
ど

が
必
要
で
す
。
薬
局
な
ど
で
購
入
す

る
市
販
薬
が
特
定
医
薬
品
に
該
当
す

る
場
合
、
購
入
時
の
レ
シ
ー
ト
な
ど

医
療
費
控
除
と
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

　お金のおはなし～確定申告のお話～ 

に
わ
か
り
や
す
く
表
記（
☆
印
な
ど
）

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

は
平
成
33
年
ま
で
の
特
例
で
、
控
除

上
限
額
は
８
万
８
千
円
（
医
療
費
控

除
は
２
０
０
万
円
ま
で
）
で
す
。
従

来
の
医
療
費
控
除
と
ど
ち
ら
か
選
ん

で
申
告
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

ス
マ
ホ
か
ら
で
も
で
き
ま
す
。
医
療

費
や
医
薬
品
に
お
金
が
か
か
り
そ
う

だ
と
い
う
年
は
、
ま
ず
は
１
年
間
の

医
療
費
関
係
の
領
収
書
や
レ
シ
ー
ト

を
保
管
し
て
お
く
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

No.19

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
気
軽
に
祭
り
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
、
チ
ー
ム
の
演
舞

を
審
査
す
る
「
市
民
審
査
員
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
条
件

①
祭
り
の
理
念
お
よ
び
募
集
要
綱
に
賛

同
し
、
真
剣
に
演
舞
を
審
査
で
き
る
方

②
平
成
31
年
６
月
の
時
点
で
中
学
生
以

上
の
方

③
チ
ー
ム
関
係
者
以
外
の
方

④
６
月
８
日
㈯
と
９
日
㈰
の
指
定
さ
れ

た
時
間
（
い
ず
れ
か
１
日
）
に
審
査

可
能
な
方

※
第
28
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
市
民
審
査
員
募
集
要
綱
を
参
照

◆
応
募
方
法　
　

①
次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（shinsa@

yosakoi-soran.jp

）
に
応
募
用
紙

の
フ
ァ
イ
ル
を
添
付

②
応
募
用
紙
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送

※
郵
送
で
の
応
募
の
際
は
、封
筒
に「
市

民
審
査
員
応
募
書
類
在
中
」
と
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
間 

　

４
月
19
日
㈮
ま
で
（
締
切
日
必
着
）

※
抽
選
結
果
の
通
知
は
５
月
上
旬
を
予

　

定
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
定
員

◇
チ
ー
ム
演
舞

審
査

　

約
１
１
０
人

◇
個
人
賞
審
査 

　

約
30
人

※
応
募
人
数
が

　

定
員
を
超
え

　

た
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

　

ま
す
。

◆
審
査
の
日
程 

◇
月
日

　

６
月
８
日
㈯
と
９
日
㈰
の
い
ず
れ
か

１
日
の
み

◇
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
の
中

で
３
時
間
程
度

◇
場
所

　

札
幌
市
中
央
区
（
大
通
公
園
周
辺
）

◆
応
募
用
紙
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実

行
委
員
会

　

☎
０
１
１
（
２
３
１
）
４
３
５
１

　

℻
０
１
１
（
２
３
３
）
４
３
５
１

　

〒
０
６
０
‐
０
０
０
１

　

札
幌
市
中
央
区
北
１
条
西
２
丁
目

　

北
海
道
経
済
セ
ン
タ
ー
４
階
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実践してみよう！

　「早寝・早起き・朝ごはん」

「朝ごはん」
　朝ごはんは睡眠中に下がった体温を上げて、血液の循環を良くし脳
や体にエネルギーを補給してくれます。また朝ごはんを食べると腸が
動き「朝うんち」につながり、幼児期に「朝うんち」の習慣がつくと
一生続く習慣にもなります。
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という名の家族

子どもがキラキラ育つまち

【問い合わせ】　
　町福祉課福祉・子育てグループ
　☎ 73-2222

「早　寝」
　睡眠には、心身の疲労を回復させるとともに、子どもたちの脳や体を発達さ
せる働きがあります。人の脳は睡眠中にその日起こったことや学習したことを
繰り返し再生し蓄積します。また、脳や体の成長に必要な「メラトニン」と「成
長ホルモン」は眠っている間に多量に分泌されます。午後 9 時頃には就寝さ
せるようにしましょう。

　

　

電話で勧誘を受け・・・
小売電力の契約は解約できる？

【国民生活センター事例より】
　通信事業者から「セットで契約すると、
ネット接続プランと電力の月額料金が安く
なる」と電話があり、契約した。5 日前に設
定を終え、契約書面も交付されたが、契約
期間に縛りがあり、期間内に解約すると解
約料がかかることが初めて解かったのでや
めたい。（40 歳代　女性）

消費生活消費生活消費生活

横断質横断質相談室 です

　認知症は特別な病気ではなく誰にでも起こる
可能性があります。オレンジカフェは介護に不
安がある方、地域の方が気軽に集まり、抱えて
いる悩みなどの話ができる、「憩いの場」です。
どなたでも参加可能ですので、お気軽にお越し
ください。
　３月のテーマは「身近な食材で認知症予防」
です。今回はガーデンハウスの柳田管理栄養士
による講話を行います。認知症予防に効果があ
るといわれている食材の紹介を行い、ちょっと
した工夫を加えて、美味しく食べる方法をお伝
えします。ぜひ、ご参加ください！

【日　時】　
　3 月 20 日㈬　13：30 ～ 15：00

【場所・問い合わせ】
　ガーデンハウスくりやま（朝日 4）☎ 72-2600

オレンジカフェオレンジカフェオレンジカフェ
を開設を開設を開設

　
　

【日　時】 3 月 15 日㈮・29 日㈮
　　　　   13：00 ～ 16：00

【場　所】 総合福祉センター「しゃるる」
【内　容】

 　札幌弁護士会所属弁護士による法律相談
【申込方法】事前に電話で予約（定員 6 人）
【申込先・問い合わせ】

　町社会福祉協議会  ☎ 72-1322

無料法律相談無料法律相談無料法律相談

◎消費者が自由に電力を選べるようになりまし
たが、切り替えない場合は、今までどおりの電
気が供給されるので心配はいりません。

◎「安くなる」としか説明されなかったなど、提供条
件の説明が不十分な場合は別の事業者の説明も受
けたうえで、比較して契約先を選びましょう。

◎契約内容や期間、違約金などについても確認
しましょう。

◎「今のままだと電気が使えなくなる」と契約を
急かす事業者には注意しましょう。

◎ 困 っ た と き
は、南空知消
費 生 活 相 談
室 に ご 連 絡
ください。

【ひとこと助言】

南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

☎ 72-3581
毎月
第 2・4 水曜日

13：00
～ 15：00

　この春から、入園、入学、進学などで今までとの生活が変わるお子さんたちがいらっしゃると思い
ます。新しい環境にスムーズに移行できるように今から準備を始めましょう。
　まずは、生活リズムを整えることが大切です。明日から急にできるものではないので、少しずつ無
理のないよう進めましょう。また、生活が乱れてきているお子さんも 4 月からの新スタートに向け
できることから始めてみましょう！

「早起き」
　早寝の習慣をつけるには、まず早起きから始めましょう。
　早く起きて、よく体を動かせば疲れて早く寝ることができます。
　起きたらカーテンを開けて日の光を浴びましょう。雨の日も同じく電気の
明かりでも良いので光を浴びましょう。そうすると生体時計（24 時間のリ
ズム）がリセットされます。

「おしゃべりボックス」への投稿お待ちしています！
　子どものつぶやき、面白いエピソードがあったらお知らせください。

メール：fukusi-ka@town.kuriyama.hokkaido.jp
栗山町子育て支援センター　　FAX　72-1320



　

精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
通
所

に
係
る
交
通
費
を
助
成

　
　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

な
ど
へ
の
通
所
に
係
る
交
通
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
交
通
費
の
助
成

◇
対　
　

象　

町
内
に
住
所
を
有
し

居
住
し
て
い
る
精
神
に
障
が
い

の
あ
る
方

◇
助
成
内
容　

次
に
挙
げ
る
町
外
の

事
業
所
な
ど
へ
の
通
所
に
係
る

交
通
費
の
1/2
を
助
成

・
自
立
訓
練
、
就
労
移
行
支
援
ま
た

は
就
労
継
続
支
援
を
行
う
事
業
所

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を

行
う
事
業
所

・
そ
の
他
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方

の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
事
業

を
行
う
事
業
所
な
ど

※
町
内
の
事
業
所
な
ど
へ
の
通
所
に

係
る
交
通
費
の
助
成
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
身
体
障
が
い
者
手
帳
や
療
育
手
帳

を
お
持
ち
の
方
、
生
活
保
護
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

※
事
業
所
の
送
迎
を
利
用
し
て
い
る

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◇
助 

成 

額　

・
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
際
の

く
ら
し

最
低
運
賃
の
1/2
を
助
成

・
定
期
乗
車
券
を
利
用
し
て
い
る
場

合
は
１
日
当
た
り
の
乗
車
料
金

に
通
所
日
数
を
乗
じ
た
額
の
1/2

を
助
成

◆
申
請
受
付

　

平
成
30
年
９
月
か
ら
平
成
31
年
２

月
分
（
下
期
分
）
ま
で
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
い
申
請
方

法
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限

　
３
月
20
日
㈬
ま
で

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　
町
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
２
２
２
２

　

特
定
疾
患
等
の
患
っ
て
い
る
方
に

通
院
費
を
助
成

◆
対

象

　

特
定
疾
患
の
治
療
や
人
工
透
析
の

た
め
町
外
の
医
療
機
関
に
通
院

さ
れ
て
い
る
方
。（
人
工
透
析
は

合
併
症
に
よ
り
町
外
医
療
機
関

へ
通
院
さ
れ
て
い
る
方
）

◆
助
成
内
容

　

通
院
費
の
一
部
を
助
成

◆
申
請
受
付

　

平
成
30
年
10
月
か
ら
平
成
31
年
３

月
分
（
下
期
分
）
ま
で
の
申
請
を

受
け
付
け

◆
申
請
方
法

　

申
請
書
（
印
鑑
）、
通
院
証
明
書

を
提
出

※
北
海
道
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業

実
施
要
綱
に
よ
る
医
療
受
給
者

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、

通
院
証
明
書
の
か
わ
り
に
病
院

で
発
行
す
る
領
収
書
の
提
出
に

よ
る
申
請
が
可
能
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限

　
４
月
10
日
㈬
ま
で

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　
町
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

　

発
達
・
療
育
支
援
が
必
要
な
お
子

さ
ん
の
医
療
費
な
ど
を
助
成

　
　

療
育
ま
た
は
発
達
支
援
を
目
的

と
す
る
医
療
機
関
へ
の
通
院
と
児

童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
利
用

に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

◆
医
療
費
の
助
成

◇
対　
　

象　

町
内
在
住
の
児
童

◇
助
成
内
容　

療
育
ま
た
は
発
達
支

援
を
目
的
と
し
た
医
療
機
関
へ

の
通
院
に
係
る
児
童
の
医
療
費

（
道
立
子
ど
も
総
合
医
療
･
療
育

セ
ン
タ
ー
（
コ
ド
モ
ッ
ク
ル
）、

そ
の
他
の
医
療
機
関
）

※
各
医
療
費
（
重
度
心
身
障
害
者
、

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
、
子
ど
も
医

療
）
の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
は

除
き
ま
す
。

◆
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
金
の

助
成

◇
対　
　

象　

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
児
童
発
達
支
援
、
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
利
用
者

◇
助
成
内
容　

・
町
内
事
業
所
（
町
子
ど
も
発
達
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
含
む
）
利
用
料

金
の
全
額
を
助
成

・
町
外
事
業
所
利
用
料
金
の
1/2
を

助
成

◆
交
通
費
の
助
成

◇
対　
　

象　

対
象
児
童
１
人
お
よ

び
保
護
者
１
人
分
の
交
通
費

◇
助
成
内
容

　

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
際
の

最
低
運
賃
の
1/2
を
助
成

※
他
の
割
引
制
度
を
利
用
し
た
場
合

は
、
制
度
利
用
後
の
運
賃
の
1/2
を

助
成
し
ま
す
。

※
町
内
の
医
療
機
関
お
よ
び
児
童
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
利
用
に

係
る
交
通
費
の
助
成
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
申
請
受
付

　

平
成
30
年
10
月
か
ら
平
成
31
年
３

月
分
（
下
期
分
）
ま
で
の
申
請
を

受
け
付
け

※
申
請
方
法
・
添
付
書
類
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限　
４
月
10
日
㈬
ま
で

く
ら
し

催
　
し

試
　
験

募
　
集

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　
町
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

　

特
別
冬
期
生
活
支
援
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

　
　

暖
房
用
燃
料
費
（
灯
油
・
電
気

な
ど
）
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

次
の
低
所
得
者
世
帯
を
対
象
に
、

特
別
冬
期
生
活
支
援
金
を
支
給

し
ま
す
。

◆
対

象

　

平
成
30
年
度
の
町
民
税
が
非
課
税

で
、
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
低
所

ま ち の i
n

f o r
m

a t i
o

月 n 3
 March

得
者
世
帯

①
ひ
と
り
親
世
帯
（
18
歳
未
満
の
子

ど
も
の
い
る
世
帯
）

②
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

③
重
度
心
身
障
が
い
児
・
者
の
い
る

世
帯
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２

級
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
）

※
低
所
得
者
世
帯
と
は
そ
の
世
帯
の

平
成
29
年
中
の
総
収
入
額
が
、
生

活
保
護
法
に
定
め
る
生
活
保
護

基
準
額
の
１
・
２
倍
以
下
の
世
帯

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

※
生
活
保
護
世
帯
・
社
会
福
祉
施
設

入
所
お
よ
び
長
期
入
院
者
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

◆
支
給
額　
１
世
帯
１
万
円

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
振
込
先
銀
行
の
通
帳

・
平
成
29
年
中
の
収
入
額
（
障
害
・

遺
族
年
金
、
恩
給
な
ど
を
含
む
）

が
わ
か
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

・
灯
油
を
購
入
し
た
納
品
書
と
領
収

書
（
平
成
30
年
11
月
１
日
以
降
で

購
入
額
１
万
円
以
上
（
合
算
可
）

※
灯
油
以
外
の
燃
料
費
の
場
合
は
、

同
意
書
の
提
出
に
よ
り
状
況
を

確
認
し
ま
す
。

◆
申
請
期
限　
３
月
29
日
㈮
ま
で

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
町
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

　

自
動
車
税
の
住
所
変
更
を
お
忘
れ

な
く

　
　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在

の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ

る
税
金
で
す
。
引
っ
越
し
で
住
所

が
変
わ
っ
た
と
き
な
ど
は
、
運
輸

支
局
で
変
更
登
録
を
し
て
く
だ

さ
い
。
次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で

登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

○
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変
更

登
録
）

○
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き
（
移
転

登
録
）

○
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と

き
（
抹
消
登
録
）

◆
変
更
登
録
期
限　
３
月
29
日
㈮

※
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き

は
、
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税

部
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
道

税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
自
動
車

税
の
住
所
変
更
手
続
き
が
可
能

で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

　

☎
０
１
１
（
７
４
６
）
１
１
９
７

　

http://www.pref.hokkaido.
lg.jp/sm

/zim
/address/index.

htm

【問い合わせ】
　町住民保健課住民グループ  ☎ 73-7509

国 民 年 金
国民年金保険料は口座振替がお得
　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用
になれます。
　口座振替には、当月分の保険料を当月末に振替
納付することにより、月々 50 円割引される「早
割制度」や割引額が多い「前納（6 カ月・1 年・2 年）
制度」があります。
　口座振替をご希望の方は、通帳、金融機関届出
印を持参のうえ、役場住民保健課住民グループま
たは口座振替を希望される金融機関などの窓口
にお申し込みください。

【平成 31 年 4 月からの保険料】
納付方法 保険料額 割引額

毎月納付
現金・口座振替 16,410 円 ー

口座振替早割
（当月末振替） 16,360 円 50 円

6 カ月前納 現金納付 97,660 円 800 円
口座振替 97,340 円 1,120 円

1 年前納 現金納付 193,420 円 3,500 円
口座振替 192,790 円 4,130 円

2 年前納 現金納付 380,880 円 14,520 円
口座振替 379,640 円 15,760 円

※６カ月前納（４～９月分）、１年前納、２年前　
納の平成 31 年度の口座振替の受付は終了しま
した。

※その他、クレジットカードによる納付方法があ　
ります。
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水
力
発
電
所
か
ら
の
水
に
注
意
し

　
ま
し
ょ
う
！

　

夕
張
川
に
は
北
海
道
企
業
局
が
管

理
す
る
川
端
発
電
所
が
あ
り
、
発
電

を
行
う
た
め
に
川
へ
水
を
流
し
ま

す
。
こ
の
と
き
、
川
の
水
が
増
え
て

危
険
な
状
態
と
な
り
ま
す
の
で
、
河

原
や
川
の
中
に
入
ら
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
発
電
所
か
ら
水
を
流
す
と

き
に
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
企
業
局
夕
張
川
発
電
管

理
事
務
所

　

☎
�
２
５
４
２

　

く
ら
し
の
講
座
「
ス
キ
ン
ケ
ア
と

す
こ
や
か
メ
イ
ク
」

　
　

お
肌
の
手
入
れ
と
明
る
く
健
康

的
に
見
せ
る
メ
イ
ク
術
を
学
び

ま
す
。
気
持
ち
を
前
向
き
に
、
春

に
向
っ
て
少
し
変
身
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◆
講

師

　

佐
野　

優
子
さ
ん
（
ナ
ガ
セ

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）

◆
日

時

　
３
月
９
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

◆
場

所

　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　
２
階　

研
修
室

◆
参
加
費　

無
料

◆
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
消
費
者
協
会　

事
務
局

　

大
西

　

☎
�
４
３
８
３

　

北
海
道
警
察
官
採
用
試
験

◆
受
験
申
込
書
交
付
・
受
付
期
間

　
３
月
１
日
㈮
〜
４
月
23
日
㈫

※
電
子
申
請
に
よ
る
場
合
に
は
４
月

23
日
㈫
午
後
５
時
半
ま
で
で
す
。

◆
試
験
日

①
第
１
次
試
験

　
５
月
18
日
㈯

②
第
２
次
試
験

　
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
を
予
定

◆
受
験
区
分
、
受
験
資
格

【
Ａ
区
分
】

・
学
歴

　

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
短
期

大
学
を
除
く
）な
ど
を
卒
業
し
た

方（
平
成
32
年
３
月
卒
業
見
込
み

者
を
含
む
）

・
年
齢

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

【
Ｂ
区
分
】

・
学
歴

　

Ａ
区
分
以
外
の
方
（
高
校
在
学
中

の
方
を
除
く
）

・
年
齢

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
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◇
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札
幌
市
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区
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８
条
西
２
丁
目
１

菊池フジ子パッチワーク展
【期　間】3 月 20 日㈬ ～ 27 日㈬

春待ちゆっくり市（大ビンゴ大会）
【日　程】3 月 22 日㈮　18：00 ～

大好評！手打ちそばの日（毎週金曜日）
【日　程】3 月 1 日・8 日・15 日・22 日・29 日

※ 30 食限定で無くなり次第終了となります。
ホール・会議室ご利用のご案内
　サークルや各種団体など、商品の展示会などご利用
をお待ちしております。まずはお気軽にご相談くださ
い。

【問い合わせ】
 　まちの駅　「栗夢プラザ」
　☎ 73-5515　Fax 73-5535
　開館時間  10：00 ～ 17：00

3 月のイベント

栗夢プラザ栗夢プラザ栗夢プラザまちの駅
KURIMU PLAZA
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● 水道の凍結 にご注意ください！
　水道は氷点下 4 度以下になると、日中でも凍
結や破損の恐れがあります。凍結防止のため管
理徹底をお願いします。
　また、長期不在にする場合などにも必ず水落
としを行い、漏水事故の防止に細心の注意をお
願いします。凍結により水道管が破損した場合、
修理費や水道料金については自己負担となりま
すのでご注意ください。
●引っ越しをする場合には、必ずご連絡を！
　引っ越しをされる場合には、「水道使用中止」
のご連絡が必要です。ご連絡がない場合には、
水道が使用されているとみなされ料金のお支払
をしていただくことになります。
　住民票を異動しただけでは水道の使用中止と
はなりませんので、必ずご連絡をお願いします。
　ご連絡は電話でも受付しています。その際に、
①氏名　②住所　③使用中止日　④引っ越し先
の住所　⑤連絡先　をお伺いします。
　水道は、お引越し後の凍結など事故を防ぐた
め、必ず水落としをお願いします。

【問い合わせ】
町上下水道課上下水道グループ  ☎ 73-7514

みんなの

水 道

◆
一
般
曹
候
補
生

〇
受
付　
５
月
15
日
㈬
ま
で

〇
年
齢　

・
一
般　

18
歳
〜
32
歳

〇
試
験
日　
５
月
25
日
㈯

◆
自
衛
隊
説
明
会

〇
内
容

　

自
衛
隊
の
仕
事
や
魅
力
、
待
遇
な

ど
（
事
前
に
左
記
ま
で
連
絡
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
恵
庭

地
域
事
務
所

　

☎
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【問い合わせ】☎ 72-5560（事務局 猪熊まで）

栗山陶芸同好会春の作陶展

【日　時】　3 月 21 日㈭～ 24 日㈰
　　　　　9：00 ～ 19：00
　　　　　（24 日は 16：00 まで）

【場　所】　カルチャープラザ「Eki」
　　　　　町民ギャラリー

　食器・花器・壁飾りの他、今回はいろ
いろな形の “ ふくろう ” を展示します。
　お友達お誘い合わせでぜひご来場くだ
さい。

　【問い合わせ】☎ 090-9510-9650　（永岡まで）

栗山少年少女合唱団  春 のロビーコンサート
カルチャープラザ「Ｅｋｉ」ロビー

3 月 24 日㈰  開場 13：00
　　　　　　    開演 13：30

♪発表予定曲
    花、手紙、群青ほか

♪ゲスト
    渡邉珠里さん
　（札幌大谷大学 4 年）

く
ら
し

く
ら
し

催
　
し

試
　
験

募
　
集

29 広報くりやま　2019. 3 282019. 3　広報くりやま   

【問い合わせ】☎ 72-1117（教育委員会 学校教育グループ）

パブリックコメント（意見募集）
　本町では、平成 27 年 11 月に「栗山町の教育大綱」
を策定後、今年度見直し年次を迎え、この度、「栗山
町の教育大綱」の原案を作成したことから、この大綱
原案について、パブリックコメントを実施しますので、
ご意見、ご提言をお寄せください。

【募集期間】
　3 月 15 日㈮まで

【意見提出期限】
　3 月 15 日㈮　17：00 必着

募

集

催

し

試

験



Kuriyama town
1 月 16 日～ 2 月 15 日届出

戸籍のまど

住所 氏名 月日 保護者名

松風 2 石垣　優那 1/12 博司・あすか
中央 1 谷内　紗菜 1/19 篤史・恵子
湯 地 小野寺　駈 1/22 漸・美雪
松風 4 石田　　丈 1/26 慎太郎・知花
中央 2 古澤　　蒼 2/7 健二・未沙子

おめでた （敬称略）

ご厚意

くりのさとへ

金一封
山口　隆秋さん（中里）
服部　伸一さん（錦 3 丁目）

物　品 山口　隆秋さん（中里）

泉徳苑・一草庵へ

ボランティア
太田　欣仁さん（松風 2）
ケーナの会

寄　附
カインドネスシオミ薬品
エスケイアイファーマシーなの花薬局

住所 氏名 年齢 月日 世帯主

角 田 島形　一雄 80 1/13 本 人
松風 3 長尾アヤ子 69 1/16 本 人
中央 2 石﨑由美子 85 1/18 本 人
中 里 中野渡定雄 69 1/18 本 人
中 里 吉田　豊茂 88 1/21 本 人
松風 2 名德　秀男 84 1/21 本 人
富 士 村上　紀行 76 1/28 本 人
北学田 坂井喜代美 90 1/29 本 人
継 立 鈴木　　稔 71 1/30 本 人
朝日 3 吉岡　郁子 94 2/2 本 人
中央 3 菅𠩤　正由 73 2/5 本 人
中 里 中川光次郎 82 2/11 本 人
中央 2 渡部　吉三 83 2/12 本 人
松風 3 砂田　靜子 91 2/1４ 本 人
湯 地 水野　友一 94 2/1４ 本 人

おくやみ （敬称略）

人　口　　11,768 人   （－49）
　男　　 5,454 人   （－18）
    女　   6,314 人   （－31）
世帯数　　  5,844 世帯 （－34）
※2月1日現在、（　）内は前月比です。

人のうごき

社会福祉協議会へ

金一封

そらち南農業協同組合
株式会社メリーワーク
栗山地区連合会
髙橋　愼一さん（御園）

「ふるさとは栗山です。」と誇れるまちに！
　町民の皆さん、こんにちは。
春なお浅く、まだまだ冷え込みが厳しい
今日この頃ですが、いかがお過ごしで
しょうか。　
　今冬は、町にとっても町民皆さんにとっ
ても本当に厳しい時となりました。
　累積降雪量は、2 月 20 日現在で 6ⅿ
78cmとなり、ここ 20 年で一番多かった
平成 10 年の 7m25cm を上回るペースと
なっています。
　この間、除排雪事業者の皆さんには、
連日休む間もなく作業にあたっていただ
き、心から感謝申し上げます。また、町
民皆さんにも、町の除排雪にご協力いた
だき、お礼申し上げます。
　さて、今後 4 年間のまちづくりの指針
となります「栗山町第 6 次総合計画後期
実施計画」のスタートとなる平成 31 年
度予算案がまとまりました。
　一般会計は、前年対比 3.9% 増の 85 億
1,100 万円で、特別会計・企業会計を合
わせた全会計予算総額は 138 億 1,924 万
円となりました。
　厳しい財政状況の中、町民の皆さんに
お約束した私の公約を含め、時代の要請
に応える事業を盛り込みながら、何とか
予算を組んだところであります。
　栗山新時代創生に向け、一つひとつの事
業を大切に、また着実に進めてまいります。
予算の詳しい内容は、今後配布予定の平成
31 年度予算説明書でお知らせします。

　2 月 12 日に、角田小学校 5,6 年生の子
どもたちに、「ふるさとに誇りを持てるま
ちを目指して」と題し、特別授業を行い
ました。

　私の方から、まちの自慢や栗山が目指
すまちづくりについてお話しをし、「皆さ
んのふるさと栗山で、多くのことを学び、
今しかできない、いろいろなことにチャ
レンジしてください」とメッセージを送
りました。
　子どもたちからは、栗山町に人を集める
ための「未来の街づくりプラン」の提案を
受けました。その内容をご紹介します。
①幼稚園から大学までの一つの大きな学
　校を建てる
②いろいろなものが買える大きなショッ
　ピングモールを建てる
③働く人がたくさん住むように、大きな
　工場を誘致する
①の学校と②の商業施設を 1 カ所につくる
　このプランは、単なる発想ではなく、
社会科の授業 5 時間を使って、子どもた
ちが一生懸命勉強して考えたものです。
　各プランの具体的な理由とその効果に
ついて、理にかなった説明を受け、心の
底から感動いたしました。
　この子どもたちに、もっと栗山を大好
きになってもらえるよう、また「ふるさ
とは栗山です。」と誇りと自信をもって生
きていってもらえるよう、頑張らなけれ
ばと思いました。

　平成から新たな元号となる節目の本年
を、まちづくりの方向性を決める「決断
の時」と位置づけ、全力で町政運営にあ
たってまいりますので、よろしくお願い
します。
　待ちに待った北海道の春はもう、すぐ
そこまで来ています。町民の皆さん、も
う一息頑張っていきましょう。

防犯協会総会であいさつ
（2 月 15 日）

こちら
町長室

角田小学校で町の取り組
みを子どもたちに伝える

（2 月 12 日）

町へ

金一封
（教育寄附金）

そらち南農業協同組合

株式会社グラベル

　栗山公園では、北海道
日本ハムファイターズが
１勝するごとに、白星に
見立てて、白い花を１株
ずつ植えています。監督
就任の年から今年で８年
目となります。花壇いっ
ぱいに白い花が埋め尽く
されるよう、応援してい
ます。監督へみなさんか
らの応援メッセージも届
けましょう！！

だより栗山公園
今年もやります！

2019 年 3 月号 Vol.132

【問い合わせ】
　栗山公園案内所　☎ 72-0706
　指定管理者　たかはしダリア

［最新情報を簡単アクセス］
　URL　http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株
式会社デンソー
ウェーブ」の登
録商標です。

「栗山監督応援花壇」

175,787,488 円
平成 30 年度栗山町ふるさと応援寄附金
4/1 ～ 1/31 の総数

12,496 件

ご厚意ありがとうございます。

【問い合わせ】町経営企画課地域政策グループ
　　　　　　  ☎ 73-7502

栗山町長　佐々木　学
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日　程 内　容
3 月 1 日㈮ 百歳祝記念品贈呈

3 月 2 日㈯
く り や ま サ ポ ー タ ー 育 成 事 業 サ
ポーター認証式

3 月 5 日㈫～ 20 日㈬ 議会定例会
3 月 11 日㈪ 百歳祝記念品贈呈

3 月 13 日㈬
中長期財政問題等調査特別委員会
議会全員協議会

【今月の主な動向】

日　程 内　容
3 月 16 日㈯ 第 30 回介護福祉学校卒業証書授与式
3 月 20 日㈬ 予算政策懇談会
3 月 22 日㈮ 栗山土地改良区通常総代会

3 月 29 日㈮
栗山町青年農業賞表彰式
南空知 4 町町長会

※予定ですので変更となる場合があります。



33 広報くりやま　2019. 3 322019. 3　広報くりやま   

　

今
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
は
、
小
学
６
年
生
と
中
校
３
年
生
を

対
象
と
し
、
国
語
と
算
数
（
数
学
）
の

Ａ
問
題
（
基
礎
知
識
）、
Ｂ
問
題
（
応

用
力
）、
理
科
の
５
科
目
の
学
力
と
、

読
書
な
ど
の
学
習
状
況
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
学
力
は
、
理
科
が
全
国
の

平
均
と
ほ
ぼ
同
じ
で
し
た
が
、国
語
Ａ
、

Ｂ
、
算
数
Ａ
、
Ｂ
は
、
い
ず
れ
も
全
国

を
下
回
り
ま
し
た
。（
図
１
）

　

特
に
、
国
語
の
「
話
す
こ
と
」「
聞

く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」、
算
数
の
「
数

と
計
算
」「
量
と
測
定
」
に
課
題
が
見

ら
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

中
学
生
の
学
力
は
、
理
科
が
全
国
の

平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。
他
の
４
教
科

は
、
全
国
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
そ
の

差
は
い
ず
れ
も
ご
く
わ
ず
か
で
、
中
学

生
の
学
力
は
、
全
国
と
ほ
ぼ
同
じ
状
況

に
あ
り
ま
す
。（
図
２
）

　　

本
町
の
小
中
学
生
は
、
計
画
的
な
時

間
の
使
い
方
や
家
庭
学
習
の
時
間
な
ど

に
課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
地
域

の
人
か
ら
直
接
学
ぶ
な
ど
の
体
験
が
豊

か
で
、
将
来
に
夢
や
希
望
を
持
ち
、
心

豊
か
で
健
や
か
に
育
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
今
年
度
の
調
査
結
果
か
ら

本
町
の
小
中
学
生
の
特
徴
的
な
傾
向
を

い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

〇
自
尊
の
感
情
や
規
範
意
識

　

小
学
生
は
、「
自
分
に
よ
い
と
こ
ろ

が
あ
る
」
な
ど
の
「
自
尊
の
感
情
」
が

高
く
、
夢
や
希
望
を
も
っ
て
、
健
康
的

に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
中
学
生
に
な
る

と
、
そ
の
傾
向
が
や
や
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

〇
規
則
正
し
い
生
活

　

小
学
生
は
、「
朝
食
を
毎
日
食
べ
て

い
る
」
割
合
が
全
国
に
比
べ
10
ポ
イ
ン

ト
以
上
も
低
く
、少
し
気
が
か
り
で
す
。

中
学
生
に
な
る
と
改
善
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
幼
少
期
の
う
ち
か
ら
規
則
正
し
い

生
活
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い
も
の

で
す
。

〇
家
庭
で
の
過
ご
し
方

　

平
日
、
週
末
と
も
に
「
テ
レ
ビ
や
ビ

デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
り
、
ゲ
ー
ム
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
し
た
り
し
て
い

る
」
時
間
が
長
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
決
め
て
計
画
的
に
利
用
す

る
指
導
が
必
要
で
す
。

〇
学
習
習
慣

　
「
学
校
の
授
業
以
外
に
２
時
間
以
上

勉
強
す
る
」
と
回
答
し
た
小
中
学
生

は
、
全
国
に
比
べ
15
〜
22
ポ
イ
ン
ト
も

低
く
、
家
庭
学
習
を
習
慣
化
さ
せ
た
い

も
の
で
す
。

〇
読
書
習
慣

　

学
校
で
は
、
図
書
を
活
用
し
た
授
業

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、

「                     」
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栗山の子どもたちの健やかな成長を！
       平成 30 年度全国学力・学習状況調査結果

　　　　栗山の子どもの学力

全国栗山

理科算数Ｂ算数Ａ国語Ｂ国語Ａ理科数学Ｂ数学Ａ国語Ｂ国語Ａ
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【図１】小学 6 年生【図２】中学 3 年生

「
１
日
１
時
間
以
上
読
書
す
る
」
小
学

生
は
、
全
国
に
比
べ
10
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど

高
く
な
り
ま
し
た
。
一
方
、「
読
書
を

全
く
し
な
い
」
小
中
学
生
は
全
体
の
４

分
の
１
以
上
も
い
て
、
読
書
を
す
る
子

と
し
な
い
子
の
２
極
化
の
傾
向
が
顕
著

に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
地
域
の
教
育
資
源
か
ら
学
ぶ

　

小
・
中
学
校
で
は
、
町
の
自
然
や
文

化
、
歴
史
や
産
業
な
ど
を
町
の
人
か
ら

直
接
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、「
地

域
の
人
と
関
わ
る
機
会
」
や
「
地
域
の

大
人
に
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
を
教
え
て
も

ら
っ
た
経
験
」
を
持
つ
小
中
学
生
は
全

国
を
大
き
く
上
回
り
、
主
体
的
で
対
話

的
な
学
習
の
習
得
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（%）

（%）

（%）

10 3020 （%）40

40

80 40

40

40

100
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子
ど
も
の
性
格
や
学
習
の
仕
方
が
、

学
力
に
深
く
関
わ
り
、
同
級
生
や
地
域

の
人
た
ち
と
信
頼
関
係
に
支
え
ら
れ
た

学
習
が
、
学
力
向
上
に
有
効
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
制
度
を
導
入
し
、
地
域
の
教
育
資
源

や
人
材
を
積
極
的
に
活
用
し
、
子
ど
も

た
ち
が
、
主
体
的
に
学
習
す
る
態
度
や

能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
教
育
活
動
を
進
め
ま
す
。

 

◆
学
力
調
査
の
結
果

 

◆
学
習
状
況
調
査
の
結
果

 

◆
ま
と
め

10 3020 40（%）

全国栗山

調査に見られる特徴的な傾向

佐々木学町長による

角田小学校社会科特別授業（2 月 12 日）

 

 

自分には、 よいところがあると

思う。

将来の夢や目標を持っている。

毎日、 朝食を食べている。

家で TV やビデオ ・ DVD を見た

り、 ゲーム ・ インターネットをし

たりする。 （平日）

家で TV やビデオ ・ DVD を見た

り、 ゲーム ・ インターネットをし

たりする。 （週末）

普段 ( 月～金 )、 学校の授業以

外に２時間以上勉強する。

普段 （月～金）、 学校の授業

以外に、 １時間以上読書する。

授業や課外活動で地域のこと

を調べたり、 地域の人と関わっ

たりする機会がある。

全国

栗山

全国
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栗山町の青年研修団が、姉妹都市である宮城県角
田市を訪問しました。研修団は町内の青年団体

などから有志５人で構成。3 日間の日程で JAXA 角田宇
宙センターなどの施設見学、青年団体との交流、東日
本大震災で被災した浪江町の視察を行いました。参加
した花田佳織さんは「角田の青年たちの強い気持ちを
感じた。角田市のイベントにぜひ参加してみたい」と
話していました。        　　　　　　　　   （2 月 1 ～ 3 日）

第22 回北海道子どもかるた大会空知地区予選会が、
歌志内コミュニティーセンター「うたみん」で行

われました。栗山町からは、小学生の部、中学生の部
それぞれ 2 チームが参加し、中学校の部の栗山 A チー
ムが勝ち上がり 6 年連続で全道大会進出を決めました。
後日行われた全道大会では、初戦を 1 枚差の大接戦の
末、勝ち抜くなど見事ベスト 16 入りを果たしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2 月 13 日）

　両市町の交流を深める＊勤労青年国内研修

　6 年連続全道大会へ＊子どもかるた大会

　農業青年の活動を発表＊栗山町 4 Ｈクラブ

平成 30 年度地域生涯学習活動実践交流セミナーが
札幌のかでる 2.7 で行われ、栗山町４H クラブが

青年活動の事例として発表を行いました。発表では、
小学校でのうどん教室をはじめとした食育活動や、昨
年 9 月の胆振東部地震後に行った直売イベント「くり
やままんぷく大作戦」の取り組みなどの活動を紹介。
同クラブの篠田雄太会長は「食の大切さをや生産者の
想いを広げていきたい」と話していました。 （2 月 15 日）   

平成 30 年度報告

栗山町いきいきスクール

　　　　　　　　　　　いきいきスクールは、 「豊かな知識と社会参加」
　　　　　　　　　「心の友と交流する喜び」 「体と心の健康」 を目的
　　　　　　　　　に、 今年度は 60 歳以上 203 人の受講生が年間
　　　　　　　　6 回の活動をしました。

今年もたくさんの学び、 すてきな出会いがありました。

新年度は、 4 月に募集を行います。 一緒に、 いきいきしましょう !!

↑避難所の運営について、さまざまな
　条件に沿ったカードを使って学びま

した。

←リンパ健康学の専門家の　
　川島さん。健康のコツを
　伝授してくれました。

↑「南空知探訪」の旅へ
　　写真は由仁ガーデン

↑元消防士で語り手の
　三浦さんによる紙芝
　居で伝える防災講座

↑受講生皆さんのすてきな
　発表の場です。

↑特別養護老人ホームくりのさと
　吉田施設長による講演

避難所運営ゲーム

～ Do はぐ～（6月 27日）

講演「長寿時代を美しく生きるために」

　　　　　　　　　　　（5月 25日）

学校祭（9月 14日）

講演「あの坂へ急げ」

　　　　（9月 14日）
講演「リンパ健康学と生活で使う

関節機能体操」（11月 28日）　

秋のバス研修（10月 2日）
（小樽市田中酒造）

夏のバス研修（7月11日）

　

  農 de 地域を繋ぐ交流会
　　農・食・自然の魅力を掘り起こし、地域と繋がって、都市部
　の人たちや外国人観光客に体験・発信 !  

【時　間】　◆第 1 部 ：講演会   17：00    ◆第 2 部 ：交流会  18：45  
【場　所】　雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス
【参加費】　 第 1 部：無料　　第 2 部：2,500 円　　
【締　切】　3 月 7 日（木）   【主　催】栗山町農泊推進対策協議会
【申込先・問い合わせ】 　NPO 法人雨煙別学校　☎ 72-1696

第 1 部　講演会

「農場ピクニックの取り組み」

講師：株式会社いただきますカンパニー

　　　代表取締役　井田　茉美子さん　　　     　　
　

第 2 部　交流会
　栗山プレート
　（栗山の農産物を使った料理）を提供

3/12
  ㊋

マナビィに掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。
【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索栗山町 検索
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【申込先・問い合わせ】
NPO 法人雨煙別学校

☎ 72-1696

【功労者表彰】

◇前田　瞳
まな

可
か
（弓道）　　　全国高等学校弓道総合体育大会に出場

◇工藤　乃
の

梨
り

花
か
（弓道）　　全国高等学校弓道選抜大会に出場

◇古野　紗
さ

奈
な
（スキー）　　ＪＯＣジュニアオリンピックカップ全国ジュニア

　　　　　　　　　　　　スキー競技会に出場
◇栗山高等学校弓道部　　全国高等学校弓道選抜大会に出場
◇成田　潤

じゅん

紀
き

（弓道）　　　全国高等学校弓道選抜大会に出場
◇山内　夢

め
美

い
（陸上）　　　全国高等学校総合体育大会に出場　　　　※敬称略

平
成
30
年
度

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰

　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難

な
方
に
対
し
て
奨
学
金
を
給
付
し
ま
す
。

◆
対　
象　
町
民
も
し
く
は
栗
山
高
等

学
校
卒
業
者
で
高
等
専
門
学
校
の

４
・５
年
生
お
よ
び
大
学
、
大
学
院
、

専
修
学
校
に
在
学
並
び
に
入
学
予

定
者

◆
奨
学
金

　

月
額
３
万
円
（
年
額
36
万
円
）

　

年
４
回
支
給
（
返
還
の
必
要
な
し
）

◆
選
考
方
法　
基
金
運
営
委
員
会
で
選

考
の
上
、本
人
に
通
知
（
６
月
上
旬
）

◆
応
募
手
続
き　
次
の
①
〜
④
の
書
類

を
在
学
す
る
学
校
長
の
推
薦
を
経

て
、
町
教
育
委
員
会
に
提
出

　

①
奨
学
生
願
書

　

②
奨
学
生
推
薦
書

　

③
学
業
成
績
証
明
書
の
写
し

　

④
世
帯
の
収
入
の
分
か
る
も
の
（
源

　

泉
徴
収
票
な
ど
）

◆
申
込
期
限　
４
月
26
日
㈮

◆
そ
の
他　
奨
学
生
は
４
回
目
の
支
給

後
、
近
況
報
告
・
学
業
報
告
が
必
要

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

松
原
記
念
奨
学
基
金

奨
学
生
募
集

東海大学（神奈川）教養学部の学生約 30 人が、「利雪」
をテーマとした北海道のくらし・自然・文化と環

境保全に関する実習を行いました。自然体験や企業調査
などの研究を通じ、最終日には栗山の魅力の発信につい
て 3 つの提言をしました。（2 月 12 日～ 16 日）

ふるさと自然教育通信　
　　　　　　　　　vol.22

ー
課
題
は
情
報
発
信
力
の
弱
さ

　
イ
ン
ス
タ
の
活
用

ー
栗
山
に
あ
る
モ
ノ

　
で
き
る
こ
と
を
体
験

ー
五
感
で
感
じ
て
ほ
し
い

　
自
然
の
魅
力
を

　
多
く
の
学
生
た
ち
に

　

栗
山
町
に
は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、

農
家
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
な
ど
良

い
も
の
が
多
く
あ
る
が
、
外
へ
の
発

信
力
に
欠
け
る
。
そ
こ
で
写
真
共
有

ア
プ
リ
「
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
」

に
よ
る
情
報
発
信
を
提
言
。
20
代
を

中
心
に
人
気
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
、

町
内
の
施
設
や
企
業
の
取
り
組
み
を

投
稿
。
栗
山
と
ゆ
か
り
あ
る
著
名
人

◆
日　
時　
３
月
６
日
㈬

◆
場　
所　
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

〇
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
留
学
報
告
会

　

午
前
10
時
〜
正
午

〇
最
新
介
護
機
器
展
示
会

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　　　

認
知
症
の
対
応
方
法
を
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。
地
域
で
支
え
る
方
法

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
日　
時　
３
月
７
日
㈭

　

午
後
２
時
40
分
〜
４
時
10
分

◆
場　
所　
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

◆
講　
師　

　

北
海
道
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
協
会　

　

会
長　

宮
崎　

直
人
さ
ん

【
問
い
合
わ
せ
】

　

北
海
道
介
護
福
祉
学
校　

　

☎
�
６
０
６
０

栗
山
町
体
育
協
会
主
催
の
ス
ポ
ー

ツ
功
労
者
表
彰
が
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
受
賞
者

に
は
梶
良
行
会
長
か
ら
記
念
の
盾
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
前

田
瞳ま

な

可か

さ
ん
は
「
今
後
も
栗
山
高
校
弓

道
部
や
弓
道
連
盟
の
発
展
の
た
め
活
動

に
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。　
（
2
月
17
日
）

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
よ
り

お
知
ら
せ

一
日
体
験
入
学

地
域
公
開
講
座
「
認
知
症
の
ケ
ア
」

～
わ
か
り
や
す
い
認
知
症
の
は
な
し
～

に
よ
る
発
信
も

視
野
に
い
れ
る

な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
キ
ー
ワ
ー

ド
を
世
界
中
に

発
信
す
る
こ
と

で
、
知
名
度
向

上
を
目
指
す
。

　

栗
山
の
良
い
と
こ
ろ
は
利
便
性
、

特
産
品
、
豊
か
な
自
然
、
そ
し
て
人

が
優
し
い
と
こ
ろ
。
こ
れ
ら
の
魅
力

を
農
業
、
モ
ノ
づ
く
り
を
軸
と
し
た

体
験
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ツ
ア
ー

の
実
施
で
発
信
。
農
業
、
モ
ノ
づ
く

り
に
興
味
の
あ
る
大
学
・
専
門
学
生

を
対
象
に
、
町
内

の
施
設
や
農
家
で

職
業
体
験
を
行

い
、
各
分
野
と
の

連
携
や
移
住
に
繋

げ
て
い
く
。

　

研
修
を
通
じ
て
季
節
ご
と
の
栗
山

の
自
然
の
魅
力
を
実
感
し
、
自
然
体

験
バ
ス
ツ
ア
ー
「
ビ
ッ
ク
リ
栗
山
」

を
提
言
。
関
東
の
大
学
生
を
対
象
と

し
、
周
知
は
大
学
の
掲
示
板
や
学
祭

で
栗
山
産
の
食
材
を
使
っ
て
お
店
の

出
店
な
ど
で
行

う
。
ツ
ア
ー
を
通

じ
て
栗
山
の
自
然

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
体
験
し
、
魅
力

を
学
生
に
広
げ
て

い
く
。

カフェバルくりとくらを訪問

かまくら作りを体験 提言を考える学生たち

　   東海大学の皆さん

ありがとうございました

ふ
ゆ
の
星
空
ハ
イ
ク

◆
日　
時　
３
月
９
日
㈯

◆
場　
所　
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費　
１
２
０
０
円

◆
服　
装　
防
寒
具
上
下
、
帽
子
、
手

　

袋
、
雪
が
入
ら
な
い
丈
の
長
靴

※
夜
の
活
動
の
た
め
、
特
に
手
足
の
防

　

寒
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限　
３
月
７
日
㈭

◆
日　
時　
３
月
10
日
㈰

◆
場　
所　
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー

◆
対　
象　
小
学
３
年
生
以
上

　
※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

◆
参
加
費　
１
２
０
０
円

◆
定　
員　
20
人

◆
持
ち
物
昼
食
、
水
筒
、
替
え
の
手　

　

袋
、
靴
下
、
シ
ャ
ツ
、
タ
オ
ル

◆
申
込
期
限　
３
月
８
日
㈮

ー
共　
通
ー

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雨
煙
別
学
校

　

☎
�
１
６
９
６

イ
グ
ル
ー
づ
く
り
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体した の 験く
町 民 ふ れ 講 座あ い

【場所・申込先・問い合わせ】
カルチャープラザ「Ｅｋｉ」

☎ 73-3333

　蝦夷地開拓を夢見た坂本龍馬。龍馬の同志
らが龍馬の想いを秘めて北海道の開拓で活躍。
　皆さんで北海道開拓を探りましょう。
■日　　時　3 月 21 日㈷
　　　　　　10：00 ～ 12：00
■場　　所　総合福祉センター「しゃるる」
■受  講  料　500 円（高校生以下無料）
■申込期限　3 月 18 日㈪
■申込先・問い合わせ
　町教育委員会社会教育グループ
     ☎ 72-1117　FAX 72-6522

牛田克彦版画展

　元栗山小学校教頭の牛田克彦さんが
昭和 20 ～ 30 年代の暮らしを描いた
版画作品を展示します。（入場無料）

【展示時間】     9：00 ～ 22：00
【展示場所】

■カルチャープラザ「Ｅｋｉ」
　◇期　間　3 月 5 日㈫～ 11 日㈪
■南部公民館
　◇期　間　3 月 13 日㈬～ 18 日㈪
　※日曜日は 17：00 までです。
■農村環境改善センター
　◇期　間　３月 20 日㈬～ 24 日㈰
　※日曜日は 17：00 までです。

来たれ！歴女 ・ 歴男！歴史探訪
　 坂本龍馬と北海道　　軽快な音楽に合わせ

　て楽しく体を動かしま
　す。心もからだもリフ
　レッシュしませんか！ 
　
　【開講日】平成 31 年 4 月から翌年 3 月ま
　　　　　  での第２・第 4 月曜日
　　　　　  13：30 ～ 14：30
    【受講料】  200 円（毎回）
　【持ち物】長いフェイスタオル、運動靴、
　　　　　     飲み物、ヨガマットまたはバスタオル
    【講　師】フィットネスインストラクター 大場　杏さん
　

◆
日　
時　
３
月
23
日
㈯　

午
後
２
時

◆
場　
所　

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内　
容　

〇
少
年
ジ
ェ
ッ
ト
「
希
望
の
翼
」
海
外

　
研
修
報
告

　
少
年
ジ
ェ
ッ
ト
「
希
望
の
翼
」
派
遣
団

〇
異
文
化
を
知
ろ
う
！

　
「
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
生
活
な
ど
」

　

栗
山
町
教
育
委
員
会
外
国
語
指
導
助
手

　
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
デ
ボ
ラ
・
デ
ィ
ェ
ゴ

〇
交
流
会

　

参
加
者
が
自
由
に
交
流
で
き
る
軽
食

　

を
用
意
し
た
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

◆
主　
催　
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

国
際
交
流
の
つ
ど
い

【問い合わせ】　図書館　☎ 72-6055

栗山ふるさと文庫 17 号「道」発行
　栗山にゆかりのある方を対象に、編集委員が
聞き書きをしてまとめました。

【申込受付】　3 月 6 日㈬～
※ご希望の方は、受付でお名前・ご住所をご記
　入ください。100 冊限定（無料）で、ご希望
　の方に先着順でお渡しします。

【受付場所】図書館、角田・継立図書室、移動
　　　　  　図書館くりくり号

ブックリサイクル市
　図書館で不用になった小説や雑誌、絵本など
を無料でお譲りします。

【期　間】3 月 24 日㈰    10：00 ～ 13：00
【場　所】図書館視聴覚室、ギャラリー
【冊　数】  1 人 20 点まで。付録などは 1 人 1 点。

ブックマラソン開催
　本 1 冊貸出につきスタンプを 1 個押せます。
スタンプをためるとプレゼントがもらえます。
※スタンプは 1 日最大 3 個までです。

【期　間】3 月 12 日㈫～ 4 月 21 日㈰
【場　所】図書館、角田・継立図書室、移動図   

                   書館くりくり号

※詳しくは町広報 3 月号に折り込みされてい
　る「ヤム・ニ・ウシ」をご覧ください。 第 29 回少年ジェット「希望

の翼」派遣団

 
  
　

【日　時】3 月 30 日㈯   13：30 ～ 15：30
　【参加料】1,100 円　
　【定　員】10 人
　【講　師】尾崎　なな子さん

　おうちでできるラテアート講座
                                        　       （申込期限 3 月 23 日㈯まで）

　長期講座「リズム体操」
                                        （申込期限 3 月 31 日㈰まで）

　体調改善 & 貯筋体操講座
                                           　  （申込期限 3 月 18 日㈪まで）

　　体操・ストレッチなどで冬の運動不足
　解消、健康づくりをしましょう。
　【日　時】3 月 22 日㈮、29 日㈮  13：30 ～ 15：30
　【参加料】200 円（毎回）【定　員】12 人
　【持ち物】長いフェイスタオル、5 本指靴下
    【講　師】フィットネスインストラクター大場　杏さん

　
新しい春への決意の一文字

アート書道体験教室

【時　間】    18：30 ～ 20：00 
【場　所】　あさひ工房　           【参加費】　500 円　                         　
【対　象】　町内在住の方（小学生以下は保護者同伴）
【締　切】　3 月 22 日㈮  　【定　員】　15 人
【講　師】    書家　奥田　秋湖さん
【申込先・問い合わせ】    町教育委員会社会教育グループ

                                                   ☎ 72-1117 　FAX  72-6522

3/27
　㊌

【講師】
作家・開拓史研究家
北
ほっ

国
こく

　諒
りょう

星
せい

さん

版
画
に
み
る
ふ
る
さ
と
の
昔
の
暮
ら
し

　
　
　
　
　
　

牛
田
克
彦
版
画
作
品
巡
回
展

　新しい春の目標や抱負を字で表現！色を付けた
り、作品に押す消しゴムハンコも手づくりします。
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編
集
担
当
者
の

ひ
と
り
ご
と

▼
先
日
、
元
広
報
マ
ン
で
も
あ
る

私
の
上
司
か
ら
こ
ん
な
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。「
広
報
は
情
報
を
文

字
で
た
だ
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、

編
集
者
の
伝
え
た
い
思
い
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
込
め
て
掲
載
す
る
こ
と

が
大
切
」
と
い
う
こ
と
。
編
集
作

業
中
に
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
私
は

い
つ
も
以
上
に
強
い
気
持
ち
で
取

り
組
み
ま
し
た
。
読
者
に
と
っ
て

は
一
見
、
普
通
の
掲
載
記
事
で
あ

っ
て
も
実
は
ど
こ
か
に
編
集
者
の

気
持
ち
が
隠
れ
て
い
る
箇
所
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
面

も
楽
し
み
な
が
ら
今
月
も
広
報

を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
伊
藤
）

▼
取
材
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
少
年
団
の
交
流

の
つ
ど
い
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
前
半
の

講
演
で
説
明
の
あ
っ
た
「
ア
ダ
プ

テ
ッ
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
（
体
に
障
が

い
が
あ
る
方
や
高
齢
者
、
子
ど
も

や
性
別
問
わ
ず
誰
で
も
一
緒
に
参

加
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
ス
ポ

ー
ツ
）」。
こ
の
普
及
啓
発
の
た
め

に
は
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
く
必
要
を

感
じ
ま
し
た
。
分
野
は
違
い
ま
す

が
、
あ
ら
た
め
て
わ
か
り
や
す
い

紙
面
づ
く
り
と
情
報
発
信
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
田
畑
）
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ふるさと栗山で輝く芸術家をクローズア
ッ

プ
  ふ

る
さ

と
栗

山
で

輝
く

芸
術

家
を

クローズアップ  ふるさと栗山で輝く芸術家
を

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
  ふ

る
さ

と
栗

山
で

輝

く

きらり
☆

芸術家

町内在住の書家

奥田  秋湖 さん

　町内湯地地区の丘陵地帯にギャラリーを構え
て 14 年となる奥田秋湖さん。町内でも数少な
い書家としての人生を振り返ってくれました。
　書道教室がきっかけ
　奥田さんは、5 歳の時に両親の勧めで日出地
区の書道教室に通っていたことがきっかけで
書道を始めました。北海道教育大学旭川分校

（当時）書道研究室を卒業し、教員として勤務。
35 歳で湯地に自宅ギャラリーを構えました。
現在も看板や表札をはじめ、昨年開園した「栗
山めぐみこども園」の看板の筆文字・イラスト
を手掛けており、町内外を中心に精力的に活動
しています。
　自由な作風が評価されて
　高校時代の作品が全国準大賞に輝くなど、こ
れまで数多くの表彰を受けているという奥田さ

ん。大学卒業後、自由な作風を評価されたこと
がきっかけで、平成 7 年に旭川市で初めて個
展を開催。「教え子や学生時代の恩師など、関
わりのあった方々が見に来てくれた時はとても
ありがたいと感じました」と話していました。
　今後の抱負を聞くと「教室に来ている生徒さ
んはもちろん、多くの方に書道の楽しさ、筆の
おもしろさを知っていってもらえたらうれしい
です」と話し、「自分のペースで他の作家さん
と新しい作品を作っていけたらと思います」と
意気込みを力強く語ってくれました。

【今後の予定】（38 頁参照）
　3 月 27 日㈬　アート書道体験教室

【問い合わせ】
　メール：shushu-beer@beige.plala.or.jp

【プロフィール】
おくだ　しゅうこ
　昭和 45 年、栗山町日出
に生まれる。5 歳の時から
筆と墨に触れ、その後小学
校教員として働いたが、書
や子育てなどに専念するた
め、 平 成 25 年 3 月 退 職。
同年 9 月に自宅ギャラリー
で個展を行い、現在も書家
として活躍中。本名は尾形
修子。


